
 

 

沖縄科学技術大学院大学について 

（沖縄科学技術研究基盤整備機構関係） 

 

 

 

平 成 2 1 年 3 月 
内閣府 沖縄振興局 

資料３ 



平成17年、（独）沖縄科学技術研究基盤整備機構法において、同機構が「大学院大

学の設置の準備」を行うこと、「機構は、大学院大学が設置されたときは、別に法律に

定めるところにより、その業務を大学院大学に引継いで解散する」ことを規定。
独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構法（平成十七年法律第二十六号）
(機構の目的)
第三条 独立行政法人科学技術研究基盤整備機構（以下「機構」という。）は、沖縄振興特別措置法（平成十四年
法律第十四号）第四条第一項に規定する沖縄振興計画に基づく同法第八十五条第二項に規定する大学院を置く大
学（以下、「大学院大学」という。）の設置の準備と併せて、沖縄（沖縄県の区域をいう。以下同じ。）を拠点
とする国際的に卓越した科学技術に関する研究及び開発（以下「研究開発」という。）等を推進することにより、
沖縄における科学技術に関する研究開発の基盤の整備を図り、もって沖縄の自立的発展及び世界の科学技術の発
展に寄与することを目的とする。

（機構の解散）
第二十一条 機構は、大学院大学が設置されたときは、別に法律で定めるところにより、その業務を大学院大学に
引き継いで解散するものとする。

○

平成14年、沖縄振興特別措置法に「沖縄において、国際的に卓越した教育研究を行

う大学院を置く大学」の整備を同法の時限である平成23年度末までに行う旨を明記。
沖縄振興特別措置法（平成十四年法律第十四号）
(科学技術の振興等)
第八十五条
２ 国及び地方公共団体は、沖縄において、国際的に卓越した教育研究を行う大学院大学を置く大学その他の教育

研究機関の整備、充実等必要な措置を講ずることにより、国際的視点に立った科学技術の水準の向上に努めるも
のとする。

付則
(この法律の失効)
第二条 この法律は、平成二十四年三月三十一日限り、その効力を失う。

○

沖縄科学技術大学院大学について



 

１． 目的    
  

沖縄科学技術大学院大学は、沖縄において世界最高水準の教育研究を行うことに 

より、沖縄の自立的発展と世界の科学技術の向上に資することを目的とする。 

※沖縄振興特別措置法に基づく沖縄振興計画の主要施策の一つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２． これまでの準備状況  
 

平成 17 年 9 月に設立された（独）沖縄科学技術研究基盤整備機構において、先行的研究や施設 

整備を実施。 
 

・沖縄県うるま市において県の施設を賃借し先行的に研究事業を実施。 
 

主任研究者（PI）    19 名（うち外国人 10 名） 
  その他研究者     139 名（うち外国人 43 名） 

合計          158 名（うち外国人 53 名）  （平成 21 年 1 月末現在）  
 
  ・サマースクール（神経科学コース）は、独・仏の大学から、博士課程の単位として認定。 

  ・平成 21 年度中には恩納村のキャンパス予定地において、研究施設等の一部を供用開始の予定。    

               
３．大学院大学の設立に向けて  

 
○ 平成 20 年 7 月、機構・運営委員会（ノーベル賞受賞者等 12 名により構成）において「新大学院大学の青写真」を取りまとめ。  

○ 平成 20 年 12 月、関係閣僚申合せ（大学院大学の設置主体、国による財政支援の在り方、平成 24 年度までの開学等） 

○ 平成 21 年 3 月、「沖縄科学技術大学院大学学園法案」閣議決定 

ううるるまま市市

恩恩納納村村

先行的研究事業

実施場所 

那那覇覇空空港港 

大学院大学

（建設中）

目指す大学院大学の姿 
 
・世界最高水準：先端的な学際分野において世界最高水準の研究教育を実施 

（学部を置かず大学院のみにより高度な人材を育成） 

・柔軟性  ：教育研究と経営の両面で柔軟性を確保   

・国際性  ：英語により教育研究を行い、教員・学生の半数以上は外国人とする

・世界的連携：内外の著名な大学等とのネットワークを構築 

・産学連携 ：産業界との連携(受託研究、研究所・ベンチャー企業等の集積) 

沖縄科学技術大学院大学の現状等について 

キャンパス建設現場（平成 21 年 1 月現在） 
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図①

【図①】ラボゾーン(第１研究棟・管理棟及び第２研究棟)完成予想図

【写真②】第１研究棟・管理棟建設地 (2009年1月現在)

【写真③】丘陵側から第１研究棟・管理棟工事現場を望む

(2009年1月現在)

【写真④】第２・第３研究棟用地から第１研究棟・管理棟工事

現場を望む(2009年1月現在)ラボゾーン配置図

写真②

写真③
写真④

沖縄科学技術大学院大学（仮称）恩納村キャンパスの第１研究棟・管理棟建設状況



沖縄に科学技術の
国際的な拠点を形成

沖縄科学技術大学院大学学園法について

理事会・理事等に関する特例

→ 優れた科学者等を学外理事として置く

国際的に卓越した教育研究を行い、沖縄の自立的発展に寄与するための補助規定

→ 沖縄振興の観点から、法人の業務に必要な補助を行う

法人の適切な運営等を図るために必要な規定等

→ 事業計画等の認可、報告徴収等

組織、運営等に関する私
立学校法等の特例を規定

国際的に卓越した科
学技術に関する教育

研究等の推進

自主性・柔軟性を確保する観点から学校法人により設置

世界の英知を結集して教育研究の方針等の重要事項を決定する
ため、最高機関である理事会を内外の著名な科学者等により構成。

大学院大学の設置運営主体
沖縄科学技術大学院大学学園

※沖縄振興特別措置法に基づく沖縄振興の重要施策

沖縄の自立的発展

世界の科学技術の発展

大学院大学法の施行
（公布日施行）

学長の人選等、設立認可準備
(施行後直ちに開始)

文部科学省への
認可の申請

認可に係る審
査及び認可

２４年度までの開学
（関係閣僚申合せ事項）

（２２年度中を予定）
開学に向けたｽｹｼﾞｭｰﾙ（概略）

１年半程度の申請準備期間 １年程度の審査期間



○沖縄において国際的な教育研究拠点の形成を図るため、世界最高水準の教育研究を行う。
○世界の科学技術の発展に寄与、沖縄の自立的発展に資する。

大学院大学の目的・基本理念

○世界の英知の結集を図るとともに、教育研究及び経営の自主性・柔軟性を確保する観点から、学校法人
により設置される大学とした上で所要の特例を設ける。

○理事会は、功績顕著な内外の科学者等の外部理事を中心に構成し、最高意思決定機関として、学長の選
任等の重要事項の決定を行う。

○学長は国際的な学術界から選任。これを補佐するため、教育研究や財務運営を担当する副学長等を置く。

○開学時（主任研究者50人規模を想定）には、経費の大宗が国の補助金によると見込まれるが、同時に将
来の自立的経営に向け、外部資金の充実に戦略的に取り組む。

○法人の業務運営について、高い透明性を確保・国民に対する説明責任を果たす。

大学院大学の設置主体・管理運営

法人の経営

○生命科学、物質科学、応用化学を含む学際的・先端的な分野での教育研究。開学時には、1研究科・4程
度の分野（神経科学、数学・計算科学、分子科学、環境科学）を置く。

○博士課程のみ。国際的・戦略的な学生募集（特定の入学枠は設けない）
○教員・学生の半数以上は外国人とすることを目指す。

教学に関する事項

開学時の姿



・コンプライアンス担当の理事長補佐を設置。

・20年3月に新たな組織規程を策定し、ガバナンスを強化。

・監事監査を充実し、入札･契約の適正化等について厳格なチェックを
受けるなど、引き続き内部統制・ガバナンスの強化を図る（次期中期目
標･中期計画で明確化）。

コンプライアンス体制の整備等、内部統制・ガバナ
ンスの充実を図る。

・21年度以降の定量的目標を年度計画などに具体的に定め、戦略的な
取組を行う旨、次期中期計画において明確化。

競争的研究資金の獲得等、自己収入の増大に向けた
定量的な目標を平成20年度内に策定する。

・次期中期目標･中期計画において、22年度末までに大学院大学の設置
の認可申請に必要な教育課程等の検討を行うこと等を明確化。

次期中期目標・中期計画において、開学までに必要
な大学院大学の教育課程の検討等について、具体的
かつ明確な目標を示す。

・研究成果について、外部委員からなる委員会による厳格な評価を実施。

・引き続き、国際的な研究者による外部評価を活用し、世界的に高いレ
ベルに基準を置いた評価を行う（次期中期目標･中期計画で明確化）。

研究の成果について、十分な成果が上がっているか
との観点から、厳格な評価を行う。

・次期中期目標・中期計画の下で、シーサイドハウスに関するガイドラ
インにより、具体的な方針を明らかにした上で、その有効活用に努める。

本部等として利用しているシーサイドハウスについ
て、有効な資産活用が行われるよう引き続き検討。

・体制整備を行い、大学院大学の在り方等について本格的検討。

・大学院大学の制度設計や教学面の概要を示した「新大学院大学の青写
真」を取りまとめ（20年7月 機構運営委員会）。

・「沖縄科学技術大学院大学学園法案」を閣議決定し、国会に提出
（21年3月）。

設置準備業務の体制の整備を行い、教育研究分野等
の大学院大学の在り方等について早急に具体化を図
る。

対応状況整理合理化計画の主な内容

【個別事項】

【横断的事項】

○一般競争入札の原則化（随意契約によることができる基準額の引き下げを行い、国と同額の基準に設定）。
○給与水準の適正化のための取組を着実に実施。

独立行政法人整理合理化計画を踏まえた対応について
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提

案

理

由



沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
案
提
案
理
由
説
明

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
振
興
に
つ
い
て
は
、
自
立
型
経
済
の
構
築
等
を
目
指
し
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
及
び
沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
き
事
業

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
沖
縄
振
興
計
画
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
沖
縄
の
振
興
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

ひ
い
て
は
世
界
の
科
学
技
術
の
発
展
に
も
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
世
界
最
高
水
準
の
自
然
科
学
系
の
大
学
院
大
学
を
核
と

し
て
、
研
究
所
、
民
間
企
業
等
の
集
積
を
図
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
学
院
大
学
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度

に
設
立
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
に
よ
り
、
先
行
的
に
研
究
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
恩

納
村
に
新
し
い
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
大
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
中

心
と
し
た
内
外
の
著
名
な
科
学
者
に
よ
り
検
討
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
開
学
に
向
け
た
準
備
も
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
組
を
踏
ま
え
、
こ
の
度
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
開
学
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
た
め
、
こ
こ
に
本
法
律
案
を
提
出
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
設
置
す
る
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
役
員



の
選
任
の
特
例
、
国
の
補
助
金
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
学
園
の
目
的
は
、
当
該
大
学
に
お
い
て
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、

も
っ
て
沖
縄
の
自
立
的
発
展
及
び
世
界
の
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
学
園
は
、
科
学
者
を
中
心
と
し
た
自
主
性
及
び
柔
軟
性
の
あ
る
運
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
学
校
法
人
と

し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
役
員
で
あ
る
理
事
に
は
、
科
学
技
術
の
発
達
に
関
し
特
に
功
績
顕
著
な
内
外
の
科
学
者
や

沖
縄
の
振
興
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
を
含
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
定
数
の
過
半
数
は
、
外
部
理
事
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

国
は
、
学
園
に
対
し
、
業
務
に
要
す
る
経
費
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
際
的
に
卓
越

し
た
教
育
研
究
を
実
現
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
当
初
十
年
間
は
、
二
分
の
一
を
超
え
て
補
助
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
学
園
の
事
業
計
画
の
認
可
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
の
学
園
の
設
立
に
伴
い
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
を
解
散
す
る
こ
と
な
ど
、
所
要
の

規
定
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。



何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



二

法

案

要

綱



沖
縄
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大
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要
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第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄
を

拠
点
と
す
る
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
沖
縄
の
自
立
的
発
展
及
び
世

界
の
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

第
二

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

一

学
園
の
目
的

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い
う
。
）
は
、
沖
縄
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
第
百
三
条
に
規

定
す
る
大
学
と
し
て
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
設
置
し
、
当
該
大
学
に
お
い
て
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関

す
る
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
法
人
（
私
立
学
校
法
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
を
い
う
。
）
と
す

る
こ
と
。

二

業
務



学
園
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

１

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
。

２

学
生
に
対
し
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

３

学
園
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
学
園
以
外
の
者
と
の
連
携

に
よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。

４

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

５

科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
集
会
の
開
催
そ
の
他
の
研
究
者
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
業
務
を
行
う
こ
と
。

６

１
か
ら
５
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

三

事
務
所

学
園
は
、
主
た
る
事
務
所
を
沖
縄
県
に
置
く
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

理
事
会
の
運
営
の
特
例

学
園
は
、
私
立
学
校
法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
附
行
為
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理
事
長

以
外
の
理
事
を
も
っ
て
理
事
会
の
議
長
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



五

役
員
の
選
任
の
特
例

１

学
園
の
理
事
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、
学
園
の
業
務
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
運
営
す
る
こ
と
が

で
き
る
能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
、
科
学
技
術
の
発
達
に
関
し
特
に
功
績
顕
著

な
科
学
者
と
沖
縄
の
振
興
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。

２

学
園
の
監
事
の
選
任
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

学
園
の
理
事
に
関
す
る
私
立
学
校
法
第
三
十
八
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
含
ま
れ
る
よ
う

に
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
定
数
の
過
半
数
と
な
る
よ
う
に
」
と
す
る
こ
と
。

六

補
助
金

１

国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
学
園
に
対
し
、
業
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

１
に
よ
り
国
が
学
園
に
対
し
補
助
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
十
二
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、



文
部
科
学
大
臣
に
対
し
、
学
園
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
二
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
若
し
く
は
質
問
若
し

く
は
検
査
、
同
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
行
う
こ
と

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

七

事
業
計
画
等

１

学
園
は
、
事
業
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
、
事

業
計
画
は
、
沖
縄
に
お
け
る
経
済
の
振
興
及
び
社
会
の
開
発
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

学
園
は
、
借
入
金
及
び
重
要
な
財
産
の
譲
渡
等
に
関
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。

３

学
園
は
、
貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
そ
の
他
の
財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
を
作
成
し
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
三
月

以
内
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
事
項
に
関
す
る
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
を
添
付
し
て
、
こ

れ
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

八

国
及
び
関
係
す
る
沖
縄
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携



学
園
は
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国
及
び
関
係
す
る
沖
縄
の
地
方
公
共
団
体
と
密
接
な

連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三

雑
則

一

報
告
及
び
検
査

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
園
に
対
し
て
、
必
要
な
報
告
を

さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
学
園
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

違
法
行
為
等
の
是
正

内
閣
総
理
大
臣
は
、
学
園
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
の
行
為
が
こ
の
法
律
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
園
に
対
し
、
当
該
行
為
の
是
正
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
、
学
園
は
、
速
や
か
に
当
該
行
為
の
是
正
そ
の
他
の
必
要
と
認
め
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に

、
当
該
措
置
の
内
容
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

解
散
等

学
園
の
解
散
等
に
つ
き
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。



四

残
余
財
産
の
帰
属
の
特
例

学
園
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
、
残
余
財
産
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
余
財
産
は
国
庫
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

五

財
務
大
臣
と
の
協
議
等

財
務
大
臣
と
の
協
議
、
文
部
科
学
大
臣
へ
の
通
知
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

六

教
育
基
本
法
の
準
用

教
育
基
本
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
学
園
が
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
四

罰
則

所
要
の
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

第
五

附
則

一

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

学
園
の
設
立
等
に
関
し
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。



三

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
学
園
の
成
立
の
時
に
お
い
て
解
散

す
る
も
の
と
し
、
各
出
資
者
に
分
配
さ
れ
る
財
産
及
び
国
が
承
継
す
る
資
産
を
除
き
、
そ
の
一
切
の
権
利
及
び
義
務
は
、

そ
の
時
に
お
い
て
学
園
が
承
継
す
る
こ
と
等
、
承
継
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

四

補
助
金
に
関
す
る
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。

五

そ
の
他
所
要
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
。

六

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
を
廃
止
す
る
こ
と
。

七

行
政
事
件
訴
訟
法
そ
の
他
の
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
。



三

法

案

・

理

由
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沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
（
第
二
条
―
第
十
三
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
十
四
条
―
第
二
十
二
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
二
十
三
条
・
第
二
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
沖
縄

（
沖
縄
県
の
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
拠
点
と
す
る
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
の
推
進
を

図
り
、
も
っ
て
沖
縄
の
自
立
的
発
展
及
び
世
界
の
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
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（
学
園
の
目
的
）

第
二
条

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い
う
。
）
は
、
沖
縄
に
お
い
て
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
三
条
に
規
定
す
る
大
学
と
し
て
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
設
置
し
、
当
該
大
学
に
お
い

て
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
学
校
法
人
（
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十

四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
を
い
う
。
）
と
す
る
。

（
業
務
）

第
三
条

学
園
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
設
置
し
、
こ
れ
を
運
営
す
る
こ
と
。

二

学
生
に
対
し
、
修
学
、
進
路
選
択
及
び
心
身
の
健
康
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

三

学
園
以
外
の
者
か
ら
委
託
を
受
け
、
又
は
こ
れ
と
共
同
し
て
行
う
研
究
の
実
施
そ
の
他
の
学
園
以
外
の
者
と
の
連
携
に

よ
る
教
育
研
究
活
動
を
行
う
こ
と
。

四

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
普
及
し
、
及
び
そ
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

五

科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
集
会
の
開
催
そ
の
他
の
研
究
者
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
業
務
を
行
う
こ
と
。
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六

前
各
号
の
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

（
事
務
所
）

第
四
条

学
園
は
、
主
た
る
事
務
所
を
沖
縄
県
に
置
く
も
の
と
す
る
。

（
理
事
会
の
運
営
の
特
例
）

第
五
条

学
園
は
、
私
立
学
校
法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
附
行
為
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理
事

長
以
外
の
理
事
を
も
っ
て
理
事
会
の
議
長
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
学
園
に
関
す
る
同
条
第
三
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
理
事
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
議
長
」
と
す
る
。

（
監
事
の
職
務
の
特
例
）

第
六
条

学
園
の
監
事
は
、
私
立
学
校
法
第
三
十
七
条
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
学
園
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正

の
行
為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
す
る
と
き
は
、
当

該
行
為
又
は
事
実
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
選
任
の
特
例
）

第
七
条

学
園
の
理
事
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、
学
園
の
業
務
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
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で
き
る
能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
園
の
理
事
に
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

科
学
技
術
の
発
達
に
関
し
特
に
功
績
顕
著
な
科
学
者

二

沖
縄
の
振
興
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者

３

学
園
の
監
事
の
選
任
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

４

学
園
の
理
事
に
関
す
る
私
立
学
校
法
第
三
十
八
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
含
ま
れ
る
よ
う
に
」

と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
定
数
の
過
半
数
と
な
る
よ
う
に
」
と
す
る
。

（
補
助
金
）

第
八
条

国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
学
園
に
対
し
、
第
三
条
に
規
定
す
る
業
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
そ
の
二

分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
学
園
に
対
し
補
助
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六

十
一
号
）
第
十
二
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は

、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
、
学
園
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
二
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
報
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告
の
徴
収
若
し
く
は
質
問
若
し
く
は
検
査
、
同
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
の
規
定

に
よ
る
勧
告
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
計
画
）

第
九
条

学
園
は
、
毎
会
計
年
度
の
開
始
前
に
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
を
作
成

し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
事
業
計
画
は
、
沖
縄
に
お
け
る
経
済
の
振
興
及
び
社
会
の
開
発
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
と
の
調
和
が
保
た
れ
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
借
入
金
）

第
十
条

学
園
は
、
弁
済
期
限
が
一
年
を
超
え
る
資
金
を
借
り
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
重
要
な
財
産
の
譲
渡
等
）

第
十
一
条

学
園
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
を
譲
り
受
け
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
書
類
の
作
成
等
）

第
十
二
条

学
園
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
会
計
処
理
を
行
い
、
及
び
貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
そ
の
他
の

財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
園
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
前
項
に
規
定
す
る
書
類
に
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
事
項
に
関
す
る
公

認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
及
び
関
係
す
る
沖
縄
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
）

第
十
三
条

学
園
は
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国
及
び
関
係
す
る
沖
縄
の
地
方
公
共
団
体
と
密

接
な
連
携
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

雑
則

（
報
告
及
び
検
査
）

第
十
四
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
園
に
対
し
て
、
そ
の
財
務

若
し
く
は
会
計
に
関
し
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
学
園
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
財
務
若
し
く
は
会
計
の
状

況
若
し
く
は
財
務
若
し
く
は
会
計
に
関
す
る
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
入
検
査
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
違
法
行
為
等
の
是
正
）

第
十
五
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
学
園
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
の
行
為
が
こ
の
法
律
に
違
反
し
、
又
は
違
反
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
園
に
対
し
、
当
該
行
為
の
是
正
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

学
園
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
行
為
の
是
正
そ
の
他
の
必
要

と
認
め
る
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
の
内
容
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
解
散
等
）

第
十
六
条

学
園
の
解
散
に
関
す
る
私
立
学
校
法
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第
二
号

又
は
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
五
号
」
と
す
る
。
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２

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
園
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
私
立
学
校
法
第
五
十
条
第
二
項
の
認
可

若
し
く
は
認
定
若
し
く
は
同
法
第
五
十
二
条
第
二
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
解
散
を
命
じ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
私
立
学
校
法
第
五
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
学
園

の
清
算
人
か
ら
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
残
余
財
産
の
帰
属
の
特
例
）

第
十
七
条

学
園
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
、
残
余
財
産
が
あ
る
と
き
は
、
私
立
学
校
法
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
五
十
一

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
残
余
財
産
は
国
庫
に
帰
属
す
る
。

（
財
務
大
臣
と
の
協
議
）

第
十
八
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
又
は
第
十
一
条
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
一
条
の
内
閣
府
令
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。
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（
内
閣
総
理
大
臣
と
文
部
科
学
大
臣
と
の
関
係
）

第
十
九
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
学
園
に
対
し
て
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の

旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
法
第
四
条
第
一
項
の
認
可
（
大
学
の
設
置
に
係
る
も
の
を
除
く
。

）
を
し
た
と
き
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
学
園
か
ら
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

二

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
対
し
て
学
校
教
育
法
第
十
三
条
又
は
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と

き
。

三

学
園
に
対
し
て
私
立
学
校
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
認
可
を
し
た
と
き
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
学
園
か
ら

の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

四

学
園
に
対
し
て
私
立
学
校
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
。

（
他
の
法
律
の
規
定
の
適
用
除
外
）

第
二
十
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
は
、
学
園
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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一

産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
十
九
条
の
規
定

二

理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
九
条
の
規
定

三

私
立
大
学
の
研
究
設
備
に
対
す
る
国
の
補
助
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定

四

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

五

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
十
七
条

じ
ん

の
規
定

六

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
四
条
の
規
定

（
学
園
が
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
の
教
育
基
本
法
の
準
用
）

第
二
十
一
条

教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
学
園
が
設
置
す
る
学
校
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
内
閣
府
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
。

第
四
章

罰
則
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第
二
十
三
条

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
学
園
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
学
園
の
役
員
は
、
二
十
万
円
以
下
の

過
料
に
処
す
る
。

一

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

二

第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
資
金
を
借
り
入
れ
た
と
き
。

三

第
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
又
は
担
保
に
供
し
た
と
き
。

四

第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
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一

次
条
、
附
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
並
び
に
第
二
十
二
条
の
規
定

公
布
の
日

二

附
則
第
十
九
条
の
規
定

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

三

附
則
第
二
十
条
の
規
定

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
又
は
こ
の
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
学
園
の
設
立
等
）

第
二
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
設
立
委
員
を
命
じ
、
学
園
の
設
立
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
。

２

設
立
委
員
は
、
寄
附
行
為
を
作
成
し
、
私
立
学
校
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
る
と
と
も
に
、
沖
縄
科
学
技
術

大
学
院
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
学
校
教
育
法
第
四
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
園
に
対
し
て
私
立
学
校
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
認
可
を
し
た
と
き
、
又
は
沖
縄
科
学
技
術
大
学

院
大
学
の
設
置
に
つ
い
て
学
校
教
育
法
第
四
条
第
一
項
の
認
可
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
学
園
の
監
事
の
選
任
に
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つ
い
て
、
第
七
条
第
三
項
の
認
可
に
相
当
す
る
認
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
は
、
施
行
日
以
後
は
、
第
七
条
第
三
項
の
認
可
と
み
な
す
。

６

設
立
委
員
は
、
学
園
の
設
立
の
準
備
を
完
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
る
と
と
も

に
、
そ
の
事
務
を
私
立
学
校
法
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
項
の
寄
附
行
為
に
定
め
ら
れ
た
理
事
長
と
な
る
べ
き

者
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

学
園
は
、
私
立
学
校
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
時
に
成
立
す
る
。

８

学
園
は
、
学
園
の
成
立
後
遅
滞
な
く
、
設
立
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
の
解
散
等
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る

学
園
の
成
立
の
時
に
お
い
て
解
散
す
る
も
の
と
し
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
各
出
資
者
に
分
配
さ
れ
る
財
産
及
び
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
資
産
を
除
き
、
そ
の
一
切
の
権
利
及
び
義
務
は
、
そ
の
時
に
お
い
て
学
園
が
承
継
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
に
際
し
、
機
構
は
、
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法

律
第
二
十
六
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
資
産
の
価
額
か
ら
負
債
の
金
額
を
控
除
し
て
残
額
を
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生
ず
る
と
き
は
、
当
該
残
額
に
相
当
す
る
額
の
財
産
を
、
政
府
を
除
く
各
出
資
者
に
対
し
、
そ
の
出
資
額
を
限
度
と
し
て
分

配
す
る
も
の
と
す
る
。

３

学
園
の
成
立
の
際
現
に
機
構
が
有
す
る
権
利
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
各
出
資
者
に
分
配
さ
れ
る
財
産
を
除
く
。
）
の
う
ち

、
学
園
が
そ
の
業
務
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
の
資
産
は
、
学
園
の
成
立
の
時
に
お
い
て
国
が
承
継
す

る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
承
継
す
る
資
産
の
範
囲
そ
の
他
当
該
資
産
の
国
へ
の
承
継
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
。

５

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
通
則
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

６

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
に
係
る
通
則
法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
、
事
業
報
告
書
及
び

決
算
報
告
書
の
作
成
等
に
つ
い
て
は
、
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

７

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
評
価
を
受

け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
通
則
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
勧
告
は
、
学
園
に
対
し
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て
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

８

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
事
業
年
度
に
お
け
る
利
益
及
び
損
失
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

９

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
中
期
目
標
の
期
間
（
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目
標
の
期

間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
通
則
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告
書
の
提
出
及
び
公
表

に
つ
い
て
は
、
同
日
に
お
い
て
機
構
の
中
期
目
標
の
期
間
が
終
了
し
た
も
の
と
し
て
、
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
お
い
て
機
構
の
中
期

10
目
標
の
期
間
が
終
了
し
た
も
の
と
し
て
、
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
評
価
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

通
則
法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
則
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
勧
告
は
、
学
園
に

対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

通
則
法
第
三
十
五
条
の
規
定
は
、
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
を
含
む
中
期
目
標
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

11

第
八
項
の
規
定
に
よ
る
機
構
の
利
益
及
び
損
失
の
処
理
に
お
い
て
、
通
則
法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に

12
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よ
る
整
理
を
行
っ
た
後
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
が
あ
る
と
き
は
、
学
園
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
そ
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
国
庫
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
解
散
し
た
場
合
に
お
け
る
解
散
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。

13
（
学
園
へ
の
拠
出
）

第
四
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
園
が
機
構
の
権
利
及
び
義
務
を
承
継
し
た
と
き
は
、
そ
の
承
継
の
際
、
学
園
が
承
継

す
る
資
産
の
価
額
（
機
構
の
解
散
の
日
の
前
日
ま
で
に
政
府
以
外
の
者
か
ら
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
を
除
く
。
）
か
ら
負
債
の

金
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、
政
府
か
ら
学
園
に
対
し
拠
出
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
資
産
の
価
額
は
、
学
園
の
成
立
の
日
現
在
に
お
け
る
時
価
を
基
準
と
し
て
評
価
委
員
が
評
価
し
た
価
額
と
す
る
。

３

前
項
の
評
価
委
員
そ
の
他
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
補
助
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
は
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
、
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
補
助
す
る
」
と
す
る
。

（
健
康
保
険
の
被
保
険
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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第
六
条

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
者
で
あ
っ
た
機
構
の
職
員
で
、
施
行
日
に
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
。
以
下
「

共
済
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
と
な
っ
た
者
（
学
園
の
職
員
と
な
っ
た
者
に

限
る
。
次
項
に
お
い
て
「
機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
加
入
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
施
行
日
以
後
の
給
付
及
び
福
祉
事
業
に

係
る
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
六
十

一
条
第
二
項
、
第
六
十
六
条
第
三
項
、
第
六
十
七
条
及
び
第
百
二
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の

者
は
、
施
行
日
前
の
健
康
保
険
法
に
よ
る
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
た
間
共
済
法
の
規
定
に
よ
る
私
立

学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
加
入
者
の
う
ち
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
健
康
保
険
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病

手
当
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
一
の
傷
病
に
つ
い
て
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家

公
務
員
共
済
組
合
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
対
す
る
同

項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
日
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
（
同
日
に
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お
い
て
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
金
の
全
部
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
支
給
を
始
め
た
日
）
」
と
あ
る
の

は
「
健
康
保
険
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
を
始
め
た
日
」
と
す
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
機
構
の
職
員
で
、
施
行
日
に
共
済
法
の
規
定
に
よ

る
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
と
な
っ
た
者
（
学
園
の
職
員
と
な
っ
た
者
に
限
る
。
以
下
「
機
構
の
職
員
で
あ
っ

た
加
入
者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
一
年
以
上
の
引
き
続
く
加
入
者
期
間
（
共
済
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
加
入
者

期
間
を
い
い
、
学
園
の
職
員
で
あ
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
有
し
な
い
者
で
あ
り
、
か
つ
、
施
行
日

前
の
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
（
機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
厚
生
年
金
保
険
期
間

」
と
い
う
。
）
と
当
該
期
間
に
引
き
続
く
加
入
者
期
間
と
を
合
算
し
た
期
間
が
一
年
以
上
と
な
る
も
の
に
対
す
る
共
済
法
第

二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
七
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、

一
年
以
上
の
引
き
続
く
加
入
者
期
間
を
有
す
る
者
と
み
な
す
。

２

機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
加
入
者
の
う
ち
、
加
入
者
期
間
が
二
十
年
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
加
入
者
期
間
と
厚
生
年
金

保
険
期
間
と
を
合
算
し
た
期
間
が
二
十
年
以
上
と
な
る
も
の
に
対
す
る
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
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員
共
済
組
合
法
第
七
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
加
入
者
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
者
と

み
な
す
。

３

前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
八
十
九
条
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
加
入
者
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
者
と
み
な
す
。

第
八
条

機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
加
入
者
の
う
ち
、
厚
生
年
金
保
険
期
間
及
び
加
入
者
期
間
が
い
ず
れ
も
二
十
年
未
満
で
あ
り

、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
期
間
を
合
算
し
た
期
間
が
二
十
年
以
上
と
な
る
も
の
に
係
る
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
金

額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
加
入
者
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
、
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す

る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
七
十
八
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
六
十
五
歳
未
満

の
配
偶
者
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
次
の
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。

）
」
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
遺
族
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
加
入
者
期
間
が
二
十
年

以
上
で
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
、
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
九
十
条
の
規
定
を

適
用
す
る
。
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第
九
条

機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
加
入
者
の
う
ち
、
加
入
者
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
加
入
者
期
間
と
厚
生
年

金
保
険
期
間
と
を
合
算
し
た
期
間
が
一
年
以
上
と
な
る
も
の
に
対
す
る
共
済
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
附
則
第
十
二
条
の
三
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
一
年
以
上
の
加
入
者
期
間
を
有
す
る
者
と

み
な
す
。

（
事
業
計
画
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

学
園
の
最
初
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
一
項
中
「
毎
会
計
年
度
の
開
始
前
に
」
と
あ
る
の

は
、
「
学
園
の
成
立
後
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
の
廃
止
）

第
十
一
条

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
は
、
廃
止
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

機
構
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
運
営
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
そ
の
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘

密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）
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第
十
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に

お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
四
条

附
則
第
二
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
学
園
の
設
立
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
そ

の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

削
除

（
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
十
九
条

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
第
百
五
十
五
条
」
を
「
第
百
五
十
六
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
百
五
十
五
条
を
附
則
第
百
五
十
六
条
と
し
、
附
則
第
百
五
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
の
一
部
改
正
）

第
百
五
十
五
条

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で

削
除

（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
の
二
」
に
改
め
る
。
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第
二
章
中
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条
の
二

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
三
条
第
七
項
中
「
事
業
年
度
」
の
下
に
「
の
終
了
後
」
を
加
え
、
「
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
は
」
を
「
通
則
法

第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
お
い
て
機
構
の
中
期
目
標
の
期
間
（
通
則
法
第

二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
を
い
う
。
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
終
了
し
た
も
の
と

し
て
」
に
改
め
、
「
評
価
を
」
を
削
り
、
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
及
び
勧
告

」
を
削
り
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
及
び
第
十
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
を

同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

８

通
則
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
は
、

学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
通
則
法
第
三
十
三
条
第
一
号
中
「
中
期
目
標
（
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中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
次
の
中
期
目
標
）
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、
業
務
運
営
の
改
善
に
関
し
独
立
行
政
法
人
」
と
あ
る
の
は
、
「
業
務
運
営
の
改
善
に
関
し
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
学
園
」
と
す
る
。

９

通
則
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
評
価
委
員
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
評
価
委
員
会
」
と
い
う
。
）

は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
受
け
る
通
則
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
評

価
に
際
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
業
務
運
営
の
改
善
に
関
し
学
園
が
当
面
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
必
要
な
勧

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
評
価
委
員
会
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
勧
告
の
内
容
を
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、
学
園
に
対
し
、
業
務
運
営
の
改
善
に
関
し
学

10
園
が
当
面
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
調
整
規
定
）

第
二
十
二
条

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
が
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

の
公
布
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
附
則
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
条
中
「
第
百
五
十
五
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
五
十
四
条
」
と
、
「
第
百
五
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条
」
と
、
「
第
百
五
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「

第
百
五
十
三
条
」
と
し
、
同
法
附
則
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
条
中
「
第
百
五
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
十
五
条
」
と
、
「
第
百
五
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
六
条
」
と
す
る
。
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理

由

沖
縄
を
拠
点
と
す
る
国
際
的
に
卓
越
し
た
科
学
技
術
に
関
す
る
教
育
研
究
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
沖
縄
の
自
立
的
発
展
及

び
世
界
の
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。



四

新

旧

対

照

条

文



沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
案

新
旧
対
照
条
文

（
新
旧
対
照
法
令
一
覧
）

○
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
（
附
則
第
十
五
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
（
附
則
第
十
六
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
２

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）
（
附
則
第
十
七
条
関
係
）
・
・
・
・
３

○
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
（
附
則
第
十
八
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４

○
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
（
附
則
第
十
九
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
（
附
則
第
二
十
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６

○
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
（
附
則
第
二
十
一
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
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○
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
十
五
条
関
係
）改

正

案

現

行

別
表
（
第
十
二
条
関
係
）

別
表
（
第
十
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

名
称

根
拠
法

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成

（
新
設
）

学
学
園

二
十
一
年
法
律
第

号
）

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

年
律
第
三
十
一
号
）

年
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



- 2 -

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
十
六
条
関
係
）改

正

案

現

行

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

名
称

根
拠
法

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成

（
新
設
）

学
学
園

二
十
一
年
法
律
第

号
）

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

年
律
第
三
十
一
号
）

年
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



- 3 -

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
十
七
条
関
係
）改

正

案

現

行

別
表
（
第
二
条
関
係
）

別
表
（
第
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

名
称

根
拠
法

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成

（
新
設
）

学
学
園

二
十
一
年
法
律
第

号
）

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

年
律
第
三
十
一
号
）

年
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



- 4 -

○
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
十
八
条
関
係
）改

正

案

現

行

別
表
（
第
二
条
関
係
）

別
表
（
第
二
条
関
係
）

一

削
除

一

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構

二
～
三
十
二

（
略
）

二
～
三
十
二

（
略
）



- 5 -

○
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
十
九
条
関
係
）改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
施
行
期
日
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

行
す
る
。

一

次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
百
五
十
六
条
の
規
定

一

次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
百
五
十
五
条
の
規
定

公
布
の
日

公
布
の
日

一
の
二
～
六

（
略
）

一
の
二
～
六

（
略
）

（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
の
一
部
改
正
）

第
百
五
十
五
条

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法

（
新
設
）

律
第

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で

削
除

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
五
十
六
条

（
略
）

第
百
五
十
五
条

（
略
）



- 6 -

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
二
十
条
関
係
）改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

内
閣
府
関
係
（
第
二
条
―
第
六
条
の
二
）

第
二
章

内
閣
府
関
係
（
第
二
条
―
第
六
条
）

第
三
章
～
第
十
三
章

（
略
）

第
三
章
～
第
十
三
章

（
略
）

附
則

附
則

（
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条
の
二

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

（
新
設
）

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
七
項
中
「
事
業
年
度
」
の
下
に
「
の
終
了
後
」
を
加
え
、

「
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
は
」
を
「
通
則
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
お
い
て
機
構
の
中
期
目
標
の
期
間

（
通
則
法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
中
期
目
標
の
期
間
を
い

う
。
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
終
了
し
た
も
の
と
し
て
」
に
改
め
、

「
評
価
を
」
を
削
り
、
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項

」
に
改
め
、
「
及
び
勧
告
」
を
削
り
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
四
項
と

し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項

及
び
第
十
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
七
項

の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。
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８

通
則
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
提
出
及
び
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
は
、
学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
通
則
法
第
三
十
三
条
第
一
号
中

「
中
期
目
標
（
中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
次

の
中
期
目
標
）
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
業
務
運
営

の
改
善
に
関
し
独
立
行
政
法
人
」
と
あ
る
の
は
、
「
業
務
運
営
の
改
善
に

関
し
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
」
と
す
る
。

９

通
則
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
評
価
委
員
会
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
単
に
「
評
価
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
り

学
園
が
従
前
の
例
に
よ
り
受
け
る
通
則
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
の
評
価
に
際
し
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
業
務
運
営
の
改
善

に
関
し
学
園
が
当
面
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
評
価
委
員
会
は
、
遅
滞
な
く
、
当

該
勧
告
の
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
場
合
に
は
、

10
学
園
に
対
し
、
業
務
運
営
の
改
善
に
関
し
学
園
が
当
面
講
ず
べ
き
措
置
に

つ
い
て
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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○
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

（
附
則
第
二
十
一
条
関
係
）

改

正

案

現

行

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

名
称

根
拠
法

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
（
平
成

（
新
設
）

学
学
園

二
十
一
年
法
律
第

号
）

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七

年
律
第
三
十
一
号
）

年
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



五

参

照

条

文



沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
案

参
照
条
文

（
参
照
法
令
一
覧
）

○
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

）

○
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２

）

○
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７

）

○
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９

）

○
理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９

）

○
私
立
大
学
の
研
究
設
備
に
対
す
る
国
の
補
助
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

10

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

10

○
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

じ
ん

11

○
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

11

○
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
六
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

12

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

12

○
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

15

○
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

16

○
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

19

○
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

28

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

29

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

29

○
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

30



○
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

30

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

32

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

37

○
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

40

○
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

）

41
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○
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

（
抄
）

第
四
条

国
立
学
校
、
こ
の
法
律
に
よ
つ
て
設
置
義
務
を
負
う
者
の
設
置
す
る
学
校
及
び
都
道
府
県
の
設
置
す
る
学
校
（
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

を
除
く

）
の
ほ
か
、
学
校
（
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む

）
の
通
常
の
課
程
（
以
下
「
全
日
制
の
課
程
」
と
い
う

、
夜

。

。

。）

間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課
程

以
下

定
時
制
の
課
程

と
い
う

及
び
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う
課
程

以

（

「

」

。）

（

下
「
通
信
制
の
課
程
」
と
い
う

、
大
学
の
学
部
、
大
学
院
及
び
大
学
院
の
研
究
科
並
び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
大
学
の
学
科
に
つ
い
て
も
同
様

。
）

と
す
る

）
の
設
置
廃
止
、
設
置
者
の
変
更
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

。

に
定
め
る
者
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
立
又
は
私
立
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

文
部
科
学
大
臣

二

市
町
村
の
設
置
す
る
幼
稚
園
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会

三

私
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

都
道
府
県
知
事

②

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
学
校
を
設
置
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
と
き
は
、
同
項
の
認
可
を
受
け
る

こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
校
を
設
置
す
る
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
部
科

学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
第
百
八
条
第
二
項
の
大
学
の
学
科
の
設
置
で
あ
つ
て
、
当
該
大
学
が
授
与
す
る
学
位
の
種
類

及
び
分
野
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

二

大
学
の
学
部
若
し
く
は
大
学
院
の
研
究
科
又
は
第
百
八
条
第
二
項
の
大
学
の
学
科
の
廃
止

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
事
項

③
～
⑤

（
略
）

、

、

第
十
三
条

第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
学
校
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
同
項
各
号
に
定
め
る
者
は

当
該
学
校
の
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

法
令
の
規
定
に
故
意
に
違
反
し
た
と
き
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二

法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
が
し
た
命
令
に
違
反
し
た
と
き

三

六
箇
月
以
上
授
業
を
行
わ
な
か
つ
た
と
き

第
十
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
公
立
又
は
私
立
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
が
、
設
備
、
授
業
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
、
法
令
の
規
定
に
違
反

し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
学
校
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
よ
つ
て
も
な
お
当
該
勧
告
に
係
る
事
項
（
次
項
に
お
い
て
「
勧
告
事
項
」
と
い
う

）
が
改

。

善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
学
校
に
対
し
、
そ
の
変
更
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
つ
て
も
な
お
勧
告
事
項
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
学
校
に
対
し
、
当
該
勧
告
事

項
に
係
る
組
織
の
廃
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

（
略
）

第
百
三
条

教
育
研
究
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
八
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
部
を
置
く
こ
と
な
く
大
学
院
を
置
く

も
の
を
大
学
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
法
人
」
と
は
、
私
立
学
校
の
設
置
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
法
人

を
い
う
。

（
申
請
）

第
三
十
条

学
校
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
設
立
を
目
的
と
す
る
寄
附
行
為
を
も
つ
て
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
、
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
当
該
寄
附
行
為
に
つ
い
て
所
轄
庁
の
認
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

目
的

二

名
称
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三

そ
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
名
称
及
び
当
該
私
立
学
校
に
課
程
、
学
部
、
大
学
院
、
大
学
院
の
研
究
科
、
学
科
又
は
部
を
置
く
場
合
に
は
、

そ
の
名
称
又
は
種
類
（
私
立
高
等
学
校
（
私
立
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む

）
に
広
域
の
通
信
制
の
課
程
（
学
校
教
育
法
第
五
十
四

。

（

。）

。）

、

条
第
三
項

同
法
第
七
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

に
規
定
す
る
広
域
の
通
信
制
の
課
程
を
い
う

を
置
く
場
合
に
は

そ
の
旨
を
含
む

）。

四

事
務
所
の
所
在
地

五

役
員
の
定
数
、
任
期
、
選
任
及
び
解
任
の
方
法
そ
の
他
役
員
に
関
す
る
規
定

六

理
事
会
に
関
す
る
規
定

七

評
議
員
会
及
び
評
議
員
に
関
す
る
規
定

八

資
産
及
び
会
計
に
関
す
る
規
定

九

収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
事
業
の
種
類
そ
の
他
そ
の
事
業
に
関
す
る
規
定

十

解
散
に
関
す
る
規
定

十
一

寄
附
行
為
の
変
更
に
関
す
る
規
定

十
二

公
告
の
方
法

２

学
校
法
人
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、
寄
附
行
為
を
も
つ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
中
に
残
余
財
産
の
帰
属
す
べ
き
者
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
、
学
校
法
人
そ
の
他
教
育

の
事
業
を
行
う
者
の
う
ち
か
ら
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
可
）

第
三
十
一
条

所
轄
庁
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
学
校
法
人
の
資
産
が
第
二
十
五
条
の
要
件

に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
の
寄
附
行
為
の
内
容
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
等
を
審
査
し
た
上
で
、
当
該
寄
附
行
為
の

認
可
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

（
設
立
の
時
期
）
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第
三
十
三
条

学
校
法
人
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
立

す
る
。

（
理
事
会
）

第
三
十
六
条

（
略
）

２

（
略
）

３

理
事
会
は
、
理
事
長
が
招
集
す
る
。
理
事
（
理
事
長
を
除
く

）
が
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理
事
会
の
招
集
を
請
求
し
た
と

。

き
は
、
理
事
長
は
、
理
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

理
事
会
に
議
長
を
置
き
、
理
事
長
を
も
つ
て
充
て
る
。

５
及
び
６

（
略
）

（
役
員
の
職
務
）

第
三
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

３

監
事
の
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

学
校
法
人
の
業
務
を
監
査
す
る
こ
と
。

二

学
校
法
人
の
財
産
の
状
況
を
監
査
す
る
こ
と
。

三

（
略
）

四

第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
監
査
の
結
果
、
学
校
法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行
為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違

反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
所
轄
庁
に
報
告
し
、
又
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

五
及
び
六

（
略
）

（
役
員
の
選
任
）

第
三
十
八
条

（
略
）

２
及
び
３
（
略
）
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４

監
事
は
、
評
議
員
会
の
同
意
を
得
て
、
理
事
長
が
選
任
す
る
。

５

理
事
又
は
監
事
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
選
任
の
際
現
に
当
該
学
校
法
人
の
役
員
又
は
職
員
（
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
校
長
、

教
員
そ
の
他
の
職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
で
な
い
者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

６

役
員
が
再
任
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
役
員
が
そ
の
最
初
の
選
任
の
際
現
に
当
該
学
校
法
人
の
役
員
又
は
職
員
で
な
か
つ
た
と
き
の
前
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
再
任
の
際
現
に
当
該
学
校
法
人
の
役
員
又
は
職
員
で
な
い
者
と
み
な
す
。

７
及
び
８

（
略
）

（
寄
附
行
為
変
更
の
認
可
等
）

第
四
十
五
条

寄
附
行
為
の
変
更
（
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係
る
も
の
を
除
く

）
は
、
所
轄
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力

。

を
生
じ
な
い
。

２

学
校
法
人
は
、
前
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係
る
寄
附
行
為
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
所
轄
庁
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
解
散
事
由
）

第
五
十
条

学
校
法
人
は
、
次
の
事
由
に
よ
つ
て
解
散
す
る
。

一

理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
及
び
寄
附
行
為
で
更
に
評
議
員
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
議
決

二

寄
附
行
為
に
定
め
た
解
散
事
由
の
発
生

三

目
的
た
る
事
業
の
成
功
の
不
能

四

学
校
法
人
又
は
第
六
十
四
条
第
四
項
の
法
人
と
の
合
併

五

破
産
手
続
開
始
の
決
定

六

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
の
解
散
命
令

２

前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
る
解
散
は
、
所
轄
庁
の
認
可
又
は
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

３

（
略
）

、

、

。

４

清
算
人
は

第
一
項
第
二
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
つ
て
解
散
し
た
場
合
に
は

所
轄
庁
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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（
残
余
財
産
の
帰
属
）

第
五
十
一
条

解
散
し
た
学
校
法
人
の
残
余
財
産
は
、
合
併
及
び
破
産
手
続
開
始
の
決
定
に
よ
る
解
散
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
所
轄
庁
に
対
す
る
清

算
結
了
の
届
出
の
時
に
お
い
て
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
帰
属
す
べ
き
者
に
帰
属
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
処
分
さ
れ
な
い
財
産
は
、
国
庫
に
帰
属
す
る
。

、

（

。）

、

、

３

国
は

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
財
産

金
銭
を
除
く

を
私
立
学
校
教
育
の
助
成
の
た
め
に

学
校
法
人
に
対
し
て
譲
与
し

又
は
無
償
で
貸
し
付
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
は
、
こ
れ
に
代
え
て
、
当
該
財
産
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
を
補
助
金
と
し
て
支
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
も
の
と
す
る
。

５

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
財
産
が
金
銭
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
は
、
そ
の
金
額
に
つ
い
て
第
三
項
た
だ
し
書
の
処
置
を
と
る
も

の
と
す
る
。

６

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
に
帰
属
し
た
財
産
（
金
銭
を
除
く

）
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
管
と
し
、
第
三
項
本
文
の
処
分
は
、
文
部
科
学

。

大
臣
が
行
う
。
た
だ
し
、
当
該
財
産
に
つ
き
同
項
た
だ
し
書
の
処
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
財
産
を
財
務
大
臣
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
合
併
手
続
）

第
五
十
二
条

（
略
）

２

合
併
は
、
所
轄
庁
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

（
収
益
事
業
の
停
止
）

第
六
十
一
条

所
轄
庁
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
収
益
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
学
校
法
人
に
つ
き
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
学
校
法
人
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
学
校
法
人
が
寄
附
行
為
で
定
め
ら
れ
た
事
業
以
外
の
事
業
を
行
う
こ
と
。

二

当
該
学
校
法
人
が
当
該
事
業
か
ら
生
じ
た
収
益
を
そ
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
経
営
の
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
。
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三

当
該
事
業
の
継
続
が
当
該
学
校
法
人
の
設
置
す
る
私
立
学
校
の
教
育
に
支
障
が
あ
る
こ
と
。

２
～
８

（
略
）

（
解
散
命
令
）

第
六
十
二
条

所
轄
庁
は
、
学
校
法
人
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
法
令
の
規
定
に
基
く
所
轄
庁
の
処
分
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
他

の
方
法
に
よ
り
監
督
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
学
校
法
人
に
対
し
て
、
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
８

（
略
）

○
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）

（
抄
）

（
私
立
大
学
及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
の
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
の
補
助
）

、

、

、

第
四
条

国
は

大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
対
し

当
該
学
校
に
お
け
る
教
育
又
は
研
究
に
係
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て

そ
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
常
的
経
費
の
範
囲
、
算
定
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
所
轄
庁
の
権
限
）

第
十
二
条

所
轄
庁
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
助
成
を
受
け
る
学
校
法
人
に
対
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
有
す
る
。

一

助
成
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
校
法
人
か
ら
そ
の
業
務
若
し
く
は
会
計
の
状
況
に
関
し
報
告
を
徴
し
、
又
は

当
該
職
員
に
当
該
学
校
法
人
の
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
そ
の
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

二

当
該
学
校
法
人
が
、
学
則
に
定
め
た
収
容
定
員
を
著
し
く
超
え
て
入
学
又
は
入
園
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
是
正
を
命
ず
る
こ
と
。

三

当
該
学
校
法
人
の
予
算
が
助
成
の
目
的
に
照
ら
し
て
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
予
算
に
つ
い
て
必
要
な
変
更
を
す
べ

き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
。

四

当
該
学
校
法
人
の
役
員
が
法
令
の
規
定
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
所
轄
庁
の
処
分
又
は
寄
附
行
為
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
役
員

の
解
職
を
す
べ
き
旨
を
勧
告
す
る
こ
と
。
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（
意
見
の
聴
取
等
）

第
十
二
条
の
二

所
轄
庁
は
、
前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
是
正
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
私
立
学
校
審
議
会
又
は
学
校

教
育
法
第
九
十
五
条
に
規
定
す
る
審
議
会
等
（
以
下
「
私
立
学
校
審
議
会
等
」
と
い
う

）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

２

所
轄
庁
は
、
前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
是
正
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
条

の
規
定
に
よ
る
通
知
に
お
い
て
、
所
轄
庁
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
代
え
て
私
立
学
校
審
議
会
等
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
旨
並
び
に
当
該
弁
明
の
た
め
に
出
席
す
べ
き
私
立
学
校
審
議
会
等
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
弁
明
書
を
提
出

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
弁
明
書
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

私
立
学
校
審
議
会
等
は
、
当
該
学
校
法
人
が
私
立
学
校
審
議
会
等
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
を
求
め
た
と
き
は
、
所
轄
庁
に
代
わ
つ
て
弁
明

の
機
会
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
弁
明
は
、
当
該
学
校
法
人
が
弁
明
書
を
提
出
し
て
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
を
除
き
、
私
立
学
校
審
議
会
等
に
出
席
し
て

す
る
も
の
と
す
る
。

５

行
政
手
続
法
第
二
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
十
一
条
（
同
法
第
十
六
条
の
準
用
に
係
る
部
分
に
限
る

）
の
規
定
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

。

私
立
学
校
審
議
会
等
が
行
う
弁
明
の
機
会
の
付
与
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
六
条
第
四
項
中
「
行
政
庁
」
と
あ
る
の
は

「
私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
私
立
学
校
審
議
会
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の

、

と
す
る
。

６

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
私
立
学
校
審
議
会
等
が
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
場
合
に
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
（
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
を
除

く

）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

。

７

前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
是
正
命
令
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
三
条

所
轄
庁
は
、
第
十
二
条
第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
学
校
法

人
の
理
事
又
は
解
職
し
よ
う
と
す
る
役
員
に
対
し
て
弁
明
の
機
会
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
審
議
会
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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２

行
政
手
続
法
第
三
章
第
三
節
の
規
定
及
び
前
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
弁
明
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

○
産
業
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）

（
抄
）

（
私
立
学
校
に
関
す
る
補
助
）

第
十
九
条

私
立
学
校
に
関
す
る
国
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
第
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
第

一
項
第
一
号
中
「
中
学
校
」
と
あ
る
の
は
「
中
学
校
又
は
高
等
学
校
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
施
設
又
は
設
備
」
と
、
同

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
私
立
学
校
の
設
置
者
に
対
し
補
助
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十

一
号
）
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す

る
。

○
理
科
教
育
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）

（
抄
）

（
国
の
補
助
）

第
九
条

国
は
、
公
立
又
は
私
立
の
学
校
の
設
置
者
が
、
次
に
掲
げ
る
設
備
で
あ
つ
て
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

）

。）

、

百
二
十
号

第
八
条
に
規
定
す
る
機
関
を
い
う

で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
議
を
経
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て

こ
れ
を
当
該
基
準
に
ま
で
高
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
の
二
分
の
一
を
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
補
助
す
る
。

一

小
学
校
、
中
学
校
又
は
高
等
学
校
に
お
け
る
理
科
教
育
の
た
め
の
設
備
（
算
数
又
は
数
学
に
関
す
る
教
育
の
た
め
の
設
備
に
あ
つ
て
は
、
標

準
的
な
も
の
と
し
て
備
え
ら
れ
る
べ
き
教
材
以
外
の
も
の
で
、
当
該
教
育
の
た
め
特
に
必
要
な
も
の
と
す
る

）。

二

理
科
教
育
に
従
事
す
る
教
員
又
は
指
導
者
の
現
職
教
育
又
は
養
成
を
行
う
大
学
が
当
該
現
職
教
育
又
は
養
成
の
た
め
に
使
用
す
る
設
備
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２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
外
、
国
は
、
公
立
又
は
私
立
の
学
校
に
係
る
理
科
教
育
の
振
興
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
の
二
分
の

一
を
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
私
立
の
学
校
の
設
置
者
に
対
し
補
助
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第

六
十
一
号
）
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の

と
す
る
。

○
私
立
大
学
の
研
究
設
備
に
対
す
る
国
の
補
助
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）

（
抄
）

（
国
の
補
助
）

第
二
条

国
は
、
学
校
法
人
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
学
校
法
人
の
設
置
す
る
大
学
（
短
期
大

学
を
除
く

）
が
行
う
学
術
の
基
礎
的
研
究
に
必
要
な
機
械
、
器
具
、
標
本
、
図
書
そ
の
他
の
設
備
の
購
入
に
要
す
る
経
費
の
三
分
の
二
以
内
を

。

補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）

（
抄
）

（
国
の
補
助
）

、

、

、

、

、

第
二
十
条

国
は

地
方
公
共
団
体
に
対
し

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

次
の
各
号
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て

そ
の
一
部
を
補
助
す
る
。

一

国
民
体
育
大
会
の
運
営
に
要
す
る
経
費
で
あ
つ
て
そ
の
開
催
地
の
都
道
府
県
に
お
い
て
要
す
る
も
の

二

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
行
な
う
事
業
に
要
す
る
経
費
で
あ
つ
て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

２

国
は
、
学
校
法
人
に
対
し
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
一

部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
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条
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

３

国
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の
事
業
を
行
な
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
つ
て
当
該
事
業
が
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対
し
、
当
該
事
業
に
関
し
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

（
抄
）

じ
ん

（
私
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補
助
）

第
十
七
条

国
は
、
激
甚
災
害
を
受
け
た
私
立
の
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
を
い
う
。

じ
ん

以
下
同
じ

）
の
用
に
供
さ
れ
る
建
物
等
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
災
害
の
復
旧
に
要
す
る
工
事
費
及
び
事
務
費
に
つ
い
て
、
当
該
私
立

。

の
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項

中
「
当
該
施
設
の
建
物
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
私
立
の
学
校
の
用
に
供
さ
れ
る
建
物
等
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
」

と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

私
立
学
校
振
興
助
成
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十
二
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
附
則
第
二
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

○
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）

（
抄
）

（
宗
教
教
育
）

第
十
五
条

（
略
）

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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○
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
六
号
）

（
抄
）

（
役
員
及
び
職
員
の
秘
密
保
持
義
務
）

第
十
一
条

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、

同
様
と
す
る
。

（
委
員
）

第
十
五
条

委
員
は
、
科
学
技
術
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す

る
。

２

（
略
）

３

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
並
び
に
通
則
法
第
十
四
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

は
、
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
通
則
法
第
十
四
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
沖

縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
第
十
五
条
第
一
項
」
と
、
通
則
法
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
主
務
大
臣
又
は
法
人
の
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
内
閣
総
理
大
臣
は

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、

（
機
構
の
解
散
）

第
二
十
一
条

（
略
）

２

機
構
は
、
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
債
務
を
弁
済
し
て
な
お
残
余
財
産
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
各
出
資
者
に
対
し
、
そ
の
出
資
額
を

限
度
と
し
て
分
配
す
る
も
の
と
す
る
。

（

。）

、

、

第
二
十
二
条

第
十
一
条

第
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し

又
は
盗
用
し
た
者
は

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

（
抄
）
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（
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
）

第
十
二
条

独
立
行
政
法
人
の
主
務
省
（
当
該
独
立
行
政
法
人
を
所
管
す
る
内
閣
府
又
は
各
省
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
に
、
そ
の
所
管
に
係
る
独

。

立
行
政
法
人
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
（
以
下
「
評
価
委
員
会
」
と
い
う

）
を
置
く
。

。

２
及
び
３

（
略
）

（
中
期
目
標
）

第
二
十
九
条

主
務
大
臣
は
、
三
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
に
お
い
て
独
立
行
政
法
人
が
達
成
す
べ
き
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標
（
以
下
「
中
期
目

標
」
と
い
う

）
を
定
め
、
こ
れ
を
当
該
独
立
行
政
法
人
に
指
示
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
も
、

。

同
様
と
す
る
。

２

中
期
目
標
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

中
期
目
標
の
期
間
（
前
項
の
期
間
の
範
囲
内
で
主
務
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ

）。

二
～
五

（
略
）

３

（
略
）

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
）

第
三
十
二
条

独
立
行
政
法
人
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
、
評
価
委
員
会
の
評
価

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

３

評
価
委
員
会
は
、
第
一
項
の
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
独
立
行
政
法
人
及
び
政
令
で
定
め
る
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と

い
う

）
に
対
し
て
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
評
価
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

。

き
は
、
当
該
独
立
行
政
法
人
に
対
し
、
業
務
運
営
の
改
善
そ
の
他
の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
及
び
５

（
略
）

（
中
期
目
標
に
係
る
事
業
報
告
書
）
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第
三
十
三
条

独
立
行
政
法
人
は
、
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
後
三
月
以
内
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
中
期
目
標
に
係
る
事

業
報
告
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
中
期
目
標
に
係
る
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
）

第
三
十
四
条

独
立
行
政
法
人
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
、
評
価
委
員
会
の

評
価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

３

第
三
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
評
価
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
の
検
討
）

第
三
十
五
条

主
務
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
の
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
お
い
て
、
当
該
独
立
行
政
法
人
の
業
務
を
継
続
さ
せ
る
必
要
性
、

組
織
の
在
り
方
そ
の
他
そ
の
組
織
及
び
業
務
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

審
議
会
は
、
独
立
行
政
法
人
の
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
お
い
て
、
当
該
独
立
行
政
法
人
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改
廃
に
関
し
、
主

務
大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
年
度
）

第
三
十
六
条

独
立
行
政
法
人
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

２

（
略
）

（
財
務
諸
表
等
）

第
三
十
八
条

独
立
行
政
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
利
益
の
処
分
又
は
損
失
の
処
理
に
関
す
る
書
類
そ
の
他
主
務
省

令
で
定
め
る
書
類
及
び
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
（
以
下
「
財
務
諸
表
」
と
い
う

）
を
作
成
し
、
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
主
務
大

。

臣
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

独
立
行
政
法
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
諸
表
を
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
当
該
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
予
算
の

区
分
に
従
い
作
成
し
た
決
算
報
告
書
を
添
え
、
並
び
に
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
に
関
す
る
監
事
の
意
見
（
次
条
の
規
定
に
よ
り
会
計
監
査
人
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の
監
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
独
立
行
政
法
人
に
あ
っ
て
は
、
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
意
見
。
以
下
同
じ

）
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

。

い
。

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
財
務
諸
表
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

独
立
行
政
法
人
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
財
務
諸
表
を
官
報
に
公
告
し
、
か
つ
、
財
務

諸
表
並
び
に
第
二
項
の
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
及
び
監
事
の
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
、
各
事
務
所
に
備
え
て
置
き
、
主
務
省
令
で
定
め
る

期
間
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
利
益
及
び
損
失
の
処
理
）

第
四
十
四
条

独
立
行
政
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損
失
を
う
め
、

な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残
余
の
額
は
、
積
立
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
使
途

に
充
て
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

独
立
行
政
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
お
い
て
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
積
立
金
を
減
額
し
て
整
理
し
、
な
お

不
足
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
不
足
額
は
、
繰
越
欠
損
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５

（
略
）

○
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）

（
抄
）

（
傷
病
手
当
金
）

第
九
十
九
条

被
保
険
者
（
任
意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。
第
百
二
条
に
お
い
て
同
じ

）
が
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

。

は
、
そ
の
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
、
傷
病

手
当
金
と
し
て
、
一
日
に
つ
き
、
標
準
報
酬
日
額
（
標
準
報
酬
月
額
の
三
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
を
い
う
。
第

。
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百
二
条
に
お
い
て
同
じ

）
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
（
そ
の
金
額
に
、
五
十
銭
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と

。

し
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
を
支
給
す
る
。

。

２

（
略
）

○
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）

（
抄
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
私
立
学
校
教
職
員
の
相
互
扶
助
事
業
と
し
て
、
私
立
学
校
教
職
員
の
病
気
、
負
傷
、
出
産
、
休
業
、
災
害
、
退
職
、
障
害

若
し
く
は
死
亡
又
は
そ
の
被
扶
養
者
の
病
気

負
傷

出
産

死
亡
若
し
く
は
災
害
に
関
す
る
給
付
及
び
福
祉
事
業
を
行
う
共
済
制
度

以
下

私

、

、

、

（

「

立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
」
と
い
う

）
を
設
け
、
私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
を
図
り
、
も
つ
て
私
立
学
校
教
育
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を

。

目
的
と
す
る
。

（
加
入
者
）

第
十
四
条

私
立
学
校
法
第
三
条
に
定
め
る
学
校
法
人
、
同
法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
法
人
又
は
事
業
団
（
以
下
「
学
校
法
人
等
」
と
い
う

）
に

。

使
用
さ
れ
る
者
で
学
校
法
人
等
か
ら
給
与
を
受
け
る
も
の
（
次
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
以
下
「
教
職
員
等
」
と
い
う

）
は
、
私
立
学
校
教
職
員

。

共
済
制
度
の
加
入
者
と
す
る
。

一

船
員
保
険
の
被
保
険
者

二

専
任
で
な
い
者

三

臨
時
に
使
用
さ
れ
る
者

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
常
時
勤
務
に
服
し
な
い
者

２

（
略
）

（
加
入
者
期
間
）

第
十
七
条

加
入
者
で
あ
る
期
間
（
以
下
「
加
入
者
期
間
」
と
い
う

）
は
、
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
起
算
し
、
そ
の
資

。
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格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
を
も
つ
て
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

、

。

、

２

加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
に
そ
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は

そ
の
月
を
一
月
と
し
て
加
入
者
期
間
を
計
算
す
る

た
だ
し

そ
の
月
に
更
に
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
、
又
は
他
の
法
律
に
基
づ
く
共
済
組
合
で
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
長
期
給
付
に
相
当
す

る
給
付
を
行
う
も
の
の
組
合
員
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
（
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四

十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号
被
保
険
者
を
除
く

）
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

。

３

加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
後
再
び
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
前
後
の
加
入
者
期
間
を
合
算
す
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
準
用
）

第
二
十
五
条

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
短
期
給
付
及
び
長
期
給
付
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
二
条
（
第
一
項
第
一
号

及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
除
く

、
第
四
章
（
第
四
十
一
条
第
二
項
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
二
条
の
二
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
五

。）

十
条
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
二
、
第
六
十
八
条
の
三
、
第
七
十
二
条
及
び
第
九
十
六
条
を
除
く

、
第
百
十
一
条
第
一
項
及
び

。）

第
三
項
、
第
百
十
二
条
、
第
百
二
十
六
条
の
五
、
附
則
第
十
二
条
（
第
八
項
を
除
く

、
附
則
第
十
二
条
の
二
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
八
の
四
ま

。）

で
、
附
則
第
十
二
条
の
十
、
附
則
第
十
二
条
の
十
の
二
、
附
則
第
十
二
条
の
十
一
、
附
則
第
十
二
条
の
十
二
第
一
項
（
第
二
号
を
除
く

）
及
び

。

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
附
則
第
十
二
条
の
十
三
、
附
則
第
十
三
条
の
九
か
ら
第
十
三
条
の
九
の
五
ま
で
、
附
則
第
十
三
条
の
十
（
第
七
項
を

除
く

、
附
則
別
表
第
一
、
附
則
別
表
第
二
、
別
表
第
一
並
び
に
別
表
第
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
（
同

。）

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
（
イ
、
ロ
及
び
ハ
以
外
の
部
分
に
限
る

、
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
五

。）

十
九
条
第
三
項
第
二
号
、
第
六
十
一
条
第
二
項
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
六
条
第
三
項
、
第
六
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
各
号
列

記
以
外
の
部
分
に
限
る

、
第
百
二
十
六
条
の
五
第
五
項
第
四
号
、
附
則
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
九
項
、
附
則
第
十
二
条
の

。）

四
の
三
第
四
項
並
び
に
附
則
第
十
二
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
除
く

）
中
「
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
」
と

「
組
合
」
と

。

、

あ
り
、
及
び
「
連
合
会
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
団
」
と

「
標
準
報
酬
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
給
与
」
と

「
財
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
文
部
科

、

、

学
省
令
」
と

「
公
務
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
」
と

「
組
合
員
期
間
等
」
と
あ
る
の
は
「
加
入
者
期
間
等
」
と

「
組
合
員
期
間
」
と
あ
る
の
は

、

、

、

「
加
入
者
期
間
」
と

「
平
均
標
準
報
酬
額
」
と
あ
る
の
は
「
平
均
標
準
給
与
額
」
と

「
標
準
期
末
手
当
等
」
と
あ
る
の
は
「
標
準
賞
与
」
と
、

、

、

「
従
前
標
準
報
酬
の
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
従
前
標
準
給
与
の
月
額
」
と

「
公
務
等
傷
病
」
と
あ
る
の
は
「
職
務
等
傷
病
」
と

「
公
務
等
」
と

、

、
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あ
る
の
は
「
職
務
等
」
と

「
対
象
期
間
標
準
報
酬
総
額
」
と
あ
る
の
は
「
対
象
期
間
標
準
給
与
総
額
」
と

「
標
準
報
酬
改
定
請
求
」
と
あ
る
の

、

、

「

」

、「

」

「

」

、「

」

「

」

は

標
準
給
与
改
定
請
求

と

特
定
組
合
員

と
あ
る
の
は

特
定
加
入
者

と

任
意
継
続
組
合
員

と
あ
る
の
は

任
意
継
続
加
入
者

と

「
特
例
退
職
組
合
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
退
職
加
入
者
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
中
欄

、
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
六
十
一
条
第
二
項

、
組
合
員

、
加
入
者

組
合
員
で

加
入
者
で

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
六
十
六
条
第
一
項

第
六
十
八
条
の
三

第
六
十
八
条

三
分
の
二

百
分
の
八
十

第
六
十
六
条
第
三
項

組
合
員
で

加
入
者
で

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
六
十
七
条
第
一
項

三
分
の
二

百
分
の
八
十

第
六
十
七
条
第
二
項

組
合
員
で

加
入
者
で

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
八
十
九
条
第
一
項
第
二
号
イ

又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金

の
受
給
権

（ ）1

で
あ
る
給
付
で
退
職
共
済
年
金
に
相
当
す
る
も

の
の
受
給
権

第
八
十
九
条
第
二
項
第
一
号
イ

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
、
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

（
抄
）

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
）

第
六
十
一
条

組
合
員
が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
産
費
と
し
て
、
政
令
で
定
め
る
金
額
を
支
給
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
組
合
員
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
組
合
員
で
あ
つ
た
者
（
以
下
「
一
年
以
上
組
合
員
で
あ
つ

た
者
」
と
い
う

）
が
退
職
後
六
月
以
内
に
出
産
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
退
職
後
出
産
す
る
ま
で
の
間
に
他
の
組
合
の
組
合

。

員
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

組
合
員
の
被
扶
養
者
（
前
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除
く

）
が
出
産
し
た
と
き
は
、
家
族
出
産
費
と
し
て
、
政
令
で
定
め
る
金

。

額
を
支
給
す
る
。

（
傷
病
手
当
金
）

第
六
十
六
条

組
合
員
（
第
百
二
十
六
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
任
意
継
続
組
合
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
六
十
八
条
の
三
ま
で
に
お
い

て
同
じ

）
が
公
務
に
よ
ら
な
い
で
病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
、
療
養
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
傷

。

病
手
当
金
と
し
て
、
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
、
そ
の
後
に
お
け
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
を
支
給
す
る
。

。

２

傷
病
手
当
金
の
支
給
期
間
は
、
同
一
の
病
気
又
は
負
傷
及
び
こ
れ
ら
に
よ
り
生
じ
た
病
気
（
以
下
「
傷
病
」
と
い
う

）
に
つ
い
て
は
、
前
項

。

に
規
定
す
る
勤
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
日
以
後
三
日
を
経
過
し
た
日
（
同
日
に
お
い
て
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
傷
病
手
当
金

の
全
部
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
支
給
を
始
め
た
日
）
か
ら
通
算
し
て
一
年
六
月
間
（
結
核
性
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
）
と
す
る
。

３

一
年
以
上
組
合
員
で
あ
つ
た
者
が
退
職
し
た
際
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
退
職
し
な
か
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
前
項

の
規
定
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
、
継
続
し
て
こ
れ
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
他
の
組
合
の
組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

傷
病
手
当
金
は
、
同
一
の
傷
病
に
つ
い
て
障
害
共
済
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
支
給
を
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受
け
る
こ
と
が
で
き
る
障
害
共
済
年
金
の
額
（
当
該
障
害
共
済
年
金
と
同
一
の
給
付
事
由
に
基
づ
き
国
民
年
金
法
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
障
害
共
済
年
金
の
額
と
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
額
と
の
合
算
額
）
を
基
準
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
が
、
当
該
障
害
共
済
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
な
ら
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
傷
病
手
当

、

。

金
の
額
よ
り
少
な
い
と
き
は

当
該
傷
病
手
当
金
の
額
か
ら
当
該
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る

５

傷
病
手
当
金
は
、
同
一
の
傷
病
に
つ
い
て
障
害
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
障
害
一
時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

と
な
つ
た
日
か
ら
そ
の
日
以
後
に
お
い
て
支
給
を
受
け
る
べ
き
傷
病
手
当
金
の
額
の
合
計
額
が
当
該
障
害
一
時
金
の
額
に
達
す
る
に
至
る
日
ま
で

の
間
、
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
合
計
額
が
当
該
障
害
一
時
金
の
額
に
達
す
る
に
至
つ
た
日
に
お
い
て
当
該
合
計
額
が
当
該
障
害
一
時
金
の

額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
合
計
額
か
ら
当
該
障
害
一
時
金
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（

。）

、

、

、

６

第
三
項
の
傷
病
手
当
金

政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る

は

こ
の
法
律

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
又
は
国
民
年
金
法
に
よ
る
退
職
又
は
老
齢
を
給
付
事
由
と

す
る
年
金
で
あ
る
給
付
そ
の
他
の
退
職
又
は
老
齢
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
で
あ
る
給
付
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
退
職
老
齢
年
金
給
付
」
と
い
う

）
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
支
給
を
受
け
る

。

こ
と
が
で
き
る
退
職
老
齢
年
金
給
付
の
額
（
当
該
退
職
老
齢
年
金
給
付
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該
二
以
上
の
退
職
老
齢
年
金
給
付
の
額
を
合

算
し
た
額
）
を
基
準
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
が
、
当
該
退
職
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
し
た
な
ら
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
傷
病
手
当
金
の
額
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
当
該
傷
病
手
当
金
の
額
か
ら
当
該
財
務
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額
を
支
給
す
る
。

７

組
合
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
傷
病
手
当
金
に
関
す
る
処
分
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
四
項
の
障
害
共
済
年
金
若
し
く
は

障
害
基
礎
年
金
、
第
五
項
の
障
害
一
時
金
又
は
前
項
の
退
職
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
状
況
に
つ
き
、
退
職
老
齢
年
金
給
付
の
支
払
を
す
る
者
（
次

項
に
お
い
て
「
年
金
保
険
者
」
と
い
う

）
に
対
し
、
必
要
な
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

８

年
金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
長
官
を
除
く

）
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
の
同
意
を
得
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
資
料
の
提
供
の
事
務
を
社
会
保

。

険
庁
長
官
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

傷
病
手
当
金
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
出
産
手
当
金
を
支
給
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間
内
は
、
支
給
し
な
い
。
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傷
病
手
当
金
は
、
同
一
の
傷
病
に
関
し
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
通
勤
に
よ
る
災
害
に
係
る
休
業
補
償
若
し
く
は
傷
病
補
償

10
年
金
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
補
償
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
支
給
し
な
い
。

（
出
産
手
当
金
）

第
六
十
七
条

組
合
員
が
出
産
し
た
場
合
に
は
、
出
産
手
当
金
と
し
て
、
出
産
の
日
（
出
産
の
日
が
出
産
の
予
定
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
出
産
の
予

定
日
）
以
前
四
十
二
日
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
十
八
日
）
か
ら
出
産
の
日
後
五
十
六
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
勤
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
つ
た
期
間
一
日
に
つ
き
標
準
報
酬
の
日
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
を
支
給
す
る
。

。

２

一
年
以
上
組
合
員
で
あ
つ
た
者
が
退
職
し
た
際
に
出
産
手
当
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
給
付
は
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
は
、
引
き

続
き
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
他
の
組
合
の
組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
報
酬
と
の
調
整
）

第
六
十
九
条

傷
病
手
当
金
、
出
産
手
当
金
、
休
業
手
当
金
、
育
児
休
業
手
当
金
（
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ

る
も
の
を
除
く

）
又
は
介
護
休
業
手
当
金
は
、
そ
の
支
給
期
間
に
係
る
報
酬
の
全
部
又
は
一
部
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
受
け
る
金
額
を
基

。

準
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

（
退
職
共
済
年
金
の
額
）

第
七
十
七
条

退
職
共
済
年
金
の
額
は
、
平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
五
・
四
八
一
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額

と
す
る
。

２

一
年
以
上
の
引
き
続
く
組
合
員
期
間
を
有
す
る
者
に
支
給
す
る
退
職
共
済
年
金
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

算
定
し
た
金
額
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

一

組
合
員
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
者

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
一
・
〇
九
六
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得

た
金
額

二

組
合
員
期
間
が
二
十
年
未
満
で
あ
る
者

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
〇
・
五
四
八
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得

た
金
額
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３

退
職
共
済
年
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
以
後
に
お
け
る
組
合

員
期
間
は
、
そ
の
算
定
の
基
礎
と
し
な
い
。

４

組
合
員
で
あ
る
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
退
職
し
た
と
き
（
当
該
退
職
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
再

び
組
合
員
の
資
格
を
取
得
し
た
と
き
を
除
く

）
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
退
職
し
た
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
組

。

合
員
期
間
を
算
定
の
基
礎
と
し
て
、
当
該
退
職
共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

第
七
十
八
条

退
職
共
済
年
金
（
そ
の
年
金
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
組
合
員
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る

）
の
額
は
、
当
該
退
職

。

共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
（
退
職
共
済
年
金
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
当
時
、
当
該
退
職
共
済
年
金
の
額
の
算
定

の
基
礎
と
な
る
組
合
員
期
間
が
二
十
年
未
満
で
あ
つ
た
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
退
職
共
済
年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
た
場
合
に

お
い
て
当
該
組
合
員
期
間
が
二
十
年
以
上
と
な
る
に
至
つ
た
当
時
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ

）
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
そ
の

。

者
の
六
十
五
歳
未
満
の
配
偶
者
又
は
子
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
及
び
二
十
歳
未
満
で
第
八
十

一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
等
級
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
障
害
等
級
」
と
い
う

）
の
一
級
若
し
く
は
二
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に

。

あ
る
子
に
限
る

）
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
加
給
年
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

。

す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
加
給
年
金
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
に
つ
い
て
は
二
十
二
万
四
千
七
百
円
に
国
民
年
金
法
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る

改
定
率
（
以
下
「
改
定
率
」
と
い
う

）
で
あ
つ
て
同
法
第
二
十
七
条
の
三
及
び
第
二
十
七
条
の
五
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
て
改
定
し

。

た
も
の
（
以
下
「
賃
金
変
動
等
改
定
率
」
と
い
う

）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

。

捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
子
に
つ
い
て

。

は
一
人
に
つ
き
七
万
四
千
九
百
円
に
賃
金
変
動
等
改
定
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
う
ち
二
人
ま
で
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
万
四
千

七
百
円
に
賃
金
変
動
等
改
定
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
し
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十

円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
と
す
る
。

。

３

退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
権
利
を
取
得
し
た
当
時
胎
児
で
あ
つ
た
子
が
出
生
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

そ
の
子
は
、
当
該
受
給
権
者
が
退
職
共
済
年
金
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
子
と
み
な
し
て
、
退
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職
共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
又
は
子
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

、

、

、

、

か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

そ
の
者
は

同
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
又
は
子
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て

当
該
退
職
共
済
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

一

死
亡
し
た
と
き
。

二

退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
状
態
で
な
く
な
つ
た
と
き
。

三

配
偶
者
が
、
離
婚
又
は
婚
姻
の
取
消
し
を
し
た
と
き
。

四

配
偶
者
が
、
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
。

五

子
が
、
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
配
偶
者
以
外
の
者
の
養
子
と
な
つ
た
と
き
。

六

養
子
縁
組
に
よ
る
子
が
、
離
縁
を
し
た
と
き
。

七

子
が
、
婚
姻
を
し
た
と
き
。

八

子
（
障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
を
除
く

）
に
つ
い
て
、
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
三
月

。

三
十
一
日
が
終
了
し
た
と
き
。

九

障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

子
を
除
く

）
に
つ
い
て
、
そ
の
事
情
が
な
く
な
つ
た
と
き
。

。

十

障
害
等
級
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
が
、
二
十
歳
に
達
し
た
と
き
。

５

第
一
項
、
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
上
、
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
の
認
定
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
遺
族
共
済
年
金
の
額
）

第
八
十
九
条

遺
族
共
済
年
金
（
次
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く

）
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

。

る
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
遺
族
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
当
該
遺
族
共
済
年
金
と
同
一
の
給
付
事
由
に
基
づ
く
国
民
年
金
法
に
よ
る
遺
族
基
礎

年
金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
は
、
第
一
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。
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一

遺
族
（
次
号
に
掲
げ
る
遺
族
を
除
く

）
が
遺
族
共
済
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
と
き

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
年
金
の
区
分

。

に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
金
額

イ

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の

次
の

に
掲
げ
る
金
額
に

に
掲
げ

(1)

(2)

る
金
額
を
加
算
し
て
得
た
金
額

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
五
・
四
八
一
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
（
当
該
月
数
が
三
百
月
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
三

(1)
百
月
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
一
・
〇
九
六
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
（
当
該
月
数
が
三
百
月
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
三

(2)
百
月
）
を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額

ロ

前
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の

次
の

に
掲
げ
る
金
額
に

に
掲
げ
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額

(1)

(2)

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
五
・
四
八
一
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金

(1)
額

次
の

又
は

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額

(2)

(i)

(ⅱ)

(i)

(ⅱ)

組
合
員
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
者

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
一
・
〇
九
六
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗

(i)
じ
て
得
た
金
額

組
合
員
期
間
が
二
十
年
未
満
で
あ
る
者

平
均
標
準
報
酬
額
の
千
分
の
〇
・
五
四
八
に
相
当
す
る
金
額
に
組
合
員
期
間
の
月
数
を
乗

(ⅱ)
じ
て
得
た
金
額

二

遺
族
の
う
ち
、
退
職
共
済
年
金
そ
の
他
の
退
職
又
は
老
齢
を
給
付
事
由
と
す
る
年
金
で
あ
る
給
付
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ

の
条
、
次
条
及
び
第
九
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
退
職
共
済
年
金
等
」
と
い
う

）
の
い
ず
れ
か
の
受
給
権
を
有
す
る
六
十
五
歳
に
達
し
て
い

。

る
配
偶
者
が
遺
族
共
済
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
と
き

前
号
に
定
め
る
金
額
又
は
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
金
額

の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い
金
額

イ

次
の

又
は

に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
額

(1)

(2)

(1)

(2)

当
該
遺
族
が
退
職
共
済
年
金
又
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
年
金
で
あ
る
給
付
で
退
職
共
済
年
金
に
相
当
す
る
も
の
の
受
給

(1)
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権
を
有
し
て
い
る
場
合

前
号
に
定
め
る
金
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
額

当
該
遺
族
が

に
掲
げ
る
年
金
で
あ
る
給
付
の
受
給
権
を
有
し
て
い
な
い
場
合

前
号
に
定
め
る
金
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除

(2)

(1)

し
た
金
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
に
当
該
政
令
で
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

ロ

当
該
遺
族
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
退
職
共
済
年
金
等
の
額
の
合
計
額
（
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
又
は
他
の
法
令
の
規
定
で
同
項
の

規
定
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
加
給
年
金
額
が
加
算
さ
れ
た
退
職
共
済
年
金
等
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

を
適
用
し
な
い
額
と
す
る
。
以
下
同
じ

）
に
相
当
す
る
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
政
令
で

。

定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

２

遺
族
共
済
年
金
（
前
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
受
給
権
者
（
六
十
五
歳
に
達
し
て

い
る
者
で
あ
つ
て
退
職
共
済
年
金
等
の
い
ず
れ
か
の
受
給
権
を
有
す
る
配
偶
者
に
限
る

）
が
当
該
遺
族
共
済
年
金
と
同
一
の
給
付
事
由
に
基
づ

。

い
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
あ
る
給
付
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
受
給
権
を
有
す
る
場
合
に
限
る

）
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

。

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
と
す
る
。

一

イ
に
掲
げ
る
金
額
が
ロ
に
掲
げ
る
金
額
以
上
で
あ
る
と
き

前
項
第
一
号
ロ
に
定
め
る
金
額

イ

前
項
第
一
号
ロ
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
で
あ
つ

て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
を
合
算
し
た
金
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
合
算
遺
族
給
付
額
」
と
い
う

）。

ロ

合
算
遺
族
給
付
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
、
当
該
遺
族
共
済
年
金
の
受
給
権
者
の
退
職
共

済
年
金
等
の
額
の
合
計
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
及
び
政
令
で
定
め
る
額
を
加
算
し
た
金
額

二

前
号
イ
に
掲
げ
る
金
額
が
同
号
ロ
に
掲
げ
る
金
額
に
満
た
な
い
と
き

イ
に
掲
げ
る
金
額
に
ロ
に
掲
げ
る
比
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
、
政

令
で
定
め
る
額
を
加
算
し
た
金
額

イ

前
号
ロ
に
掲
げ
る
金
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た
金
額

ロ

合
算
遺
族
給
付
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た
金
額
に
対
す
る
前
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
金
額
の
比
率

(1)

３

組
合
員
が
公
務
等
傷
病
に
よ
り
組
合
員
で
あ
る
間
又
は
退
職
し
た
後
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
遺
族
共
済
年
金
（
以
下
「
公
務
等
に
よ
る
遺

族
共
済
年
金
」
と
い
う

）
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第
一
号
イ

中
「
千
分
の
一
・
〇

。

(2)
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九
六
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
二
・
四
六
六
」
と

「
乗
じ
て
得
た
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
乗
じ
て
得
た
金
額
」

、

と
、
同
号
ロ

中
「
次
の

又
は

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
金
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額
」
と
あ

(2)

(i)

(ⅱ)

(i)

(ⅱ)

る
の
は
「

に
定
め
る
金
額
」
と

「
組
合
員
期
間
が
二
十
年
以
上
で
あ
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
に
規
定
す
る
公
務
等
に
よ
る
遺
族
共
済

、

(i)

年
金
の
受
給
権
者
」
と

「
千
分
の
一
・
〇
九
六
」
と
あ
る
の
は
「
千
分
の
二
・
四
六
六
」
と

「
月
数
」
と
あ
る
の
は
「
月
数
（
当
該
月
数
が
三

、

、

百
月
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
三
百
月

」
と
す
る
。

）

４

遺
族
共
済
年
金
が
公
務
等
に
よ
る
遺
族
共
済
年
金
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
金
額
又
は
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
第

一
項
第
一
号
ロ
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
が
百
三
万
八
千
百
円
に
改
定
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
よ
り
少
な

。

い
と
き
は
、
当
該
金
額
を
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
金
額
と
す
る
。

５

第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
給
付
を
受
け
る
べ
き
遺
族
（
配
偶
者
を
除
く

）
に
同
順
位
者
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
遺
族
共
済
年
金

。

の
額
は
、
第
一
項
第
一
号
及
び
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
遺
族
ご
と
に
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
な
ら
ば
算
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
遺
族
共
済
年
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
遺
族
の
数
で
除
し
て
得
た
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
遺
族
共
済
年
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
九
十
条

遺
族
共
済
年
金
（
第
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
遺
族
共
済
年
金
で
そ
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
組
合
員
期
間
が
二
十
年
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く

）
の
額
は
、
当
該
遺
族
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
六
十
五
歳
未
満
の
妻
で
あ
る
と
き
は
、

。

六
十
五
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
、
第
八
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
金
額
に
国
民
年
金
法
第
三
十
八
条
に
規

定
す
る
遺
族
基
礎
年
金
の
額
に
相
当
す
る
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
そ
の
金
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切

り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る

）
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

。

（
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
等
）

第
百
二
十
六
条
の
五

退
職
の
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
組
合
員
で
あ
つ
た
者
（
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
で
な
い
も
の
に
限

る

）
は
、
そ
の
退
職
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
す
る
日
（
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
組
合
が
認
め
た
場
合
に
は
、
そ
の
認
め
た
日
）
ま

。
で
に
、
引
き
続
き
短
期
給
付
を
受
け
、
及
び
福
祉
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
組
合
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
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い
て
、
そ
の
申
出
を
し
た
者
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
中
短
期
給
付
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
部
分
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の

を
除
き
、
引
き
続
き
当
該
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

（

「

」

。）

、

、

２

前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
組
合
員
で
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

任
意
継
続
組
合
員

と
い
う

は

組
合
が

政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
そ
の
者
の
短
期
給
付
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
の
資
格
を
有

す
る
任
意
継
続
組
合
員
に
あ
つ
て
は
、
介
護
納
付
金
に
係
る
掛
金
及
び
国
の
負
担
金
を
含
む

）
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
定
款
で
定
め
る
金
額

。

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
任
意
継
続
掛
金
」
と
い
う

）
を
、
毎
月
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
組
合
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

。

い
。

３

任
意
継
続
組
合
員
は
、
将
来
の
一
定
期
間
に
係
る
任
意
継
続
掛
金
を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
納
す
べ
き
額
は
、

当
該
期
間
の
各
月
の
任
意
継
続
掛
金
の
合
計
額
か
ら
政
令
で
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

４

任
意
継
続
組
合
員
が
初
め
て
払
い
込
む
べ
き
任
意
継
続
掛
金
を
そ
の
払
込
期
日
ま
で
に
払
い
込
ま
な
か
つ
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
者
は
、
任
意
継
続
組
合
員
に
な
ら
な
か
つ
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
そ
の
払
込
み
の
遅
延
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

組
合
が
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

任
意
継
続
組
合
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
翌
日
（
第
四
号
又
は
第
六
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き

は
、
そ
の
日
）
か
ら
、
そ
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

一

任
意
継
続
組
合
員
と
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
と
き
。

二

死
亡
し
た
と
き
。

三

任
意
継
続
掛
金
（
初
め
て
払
い
込
む
べ
き
任
意
継
続
掛
金
を
除
く

）
を
そ
の
払
込
期
日
ま
で
に
払
い
込
ま
な
か
つ
た
と
き
（
払
込
み
の
遅

。

延
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
組
合
が
認
め
た
と
き
を
除
く

。
。）

四

組
合
員
（
地
方
の
組
合
で
短
期
給
付
に
相
当
す
る
給
付
を
行
う
も
の
の
組
合
員
、
私
学
共
済
制
度
の
加
入
者
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
健

康
保
険
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
日
雇
特
例
被
保
険
者
を
除
く

）
及
び
船
員
保
険
の
被
保
険
者
を
含
む

）
と
な
つ
た
と
き
。

。

。

五

任
意
継
続
組
合
員
で
な
く
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
を
組
合
に
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
出
が
受
理
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
末

日
が
到
来
し
た
と
き
。
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六

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
等
と
な
つ
た
と
き
。

６

第
一
項
及
び
前
項
第
五
号
の
申
出
の
手
続
、
任
意
継
続
組
合
員
に
対
す
る
短
期
給
付
の
支
給
の
特
例
そ
の
他
任
意
継
続
組
合
員
に
関
し
必
要
な

事
項
並
び
に
任
意
継
続
掛
金
の
前
納
の
手
続
、
前
納
さ
れ
た
任
意
継
続
掛
金
の
還
付
そ
の
他
任
意
継
続
掛
金
の
前
納
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
。

附

則

（
退
職
共
済
年
金
の
特
例
）

第
十
二
条
の
三

当
分
の
間
、
六
十
五
歳
未
満
の
者
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
者
を
除
く

）
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

。

該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
退
職
共
済
年
金
を
支
給
す
る
。

一

六
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

一
年
以
上
の
組
合
員
期
間
を
有
す
る
こ
と
。

三

組
合
員
期
間
等
が
二
十
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

○
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）

（
抄
）

（
管
轄
）

第
十
二
条

（
略
）

２
及
び
３

（
略
）

４

国
又
は
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
若
し
く
は
別
表
に
掲
げ
る
法
人

を
被
告
と
す
る
取
消
訴
訟
は
、
原
告
の
普
通
裁
判
籍
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
高
等
裁
判
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
（
次
項
に
お
い
て

「
特
定
管
轄
裁
判
所
」
と
い
う

）
に
も
、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

５

（
略
）
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別
表
（
第
十
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
独
立
行
政
法
人
及
び
別
表
第
一
に
掲
げ
る
法
人
を
い
う
。

２

（
略
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
独
立
行
政
法
人
及
び
別
表
に
掲
げ
る
法
人
を
い
う
。

２
～
５

（
略
）
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別
表
（
第
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

○
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
の
改
革
の
推
進
等
に
よ
る
研
究
開
発
能
力
の
強
化
及
び
研
究
開
発
等
の
効
率
的
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
六
十
三
号
）

（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
研
究
開
発
法
人
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
（
以
下
単
に
「
独
立
行

政
法
人
」
と
い
う

）
で
あ
っ
て
、
研
究
開
発
等
、
研
究
開
発
で
あ
っ
て
公
募
に
よ
る
も
の
に
係
る
業
務
又
は
科
学
技
術
に
関
す
る
啓
発
及
び
知

。

識
の
普
及
に
係
る
業
務
を
行
う
も
の
の
う
ち
重
要
な
も
の
と
し
て
別
表
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

９
及
び

（
略
）

10

別
表
（
第
二
条
関
係
）

一

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構

二
～
三
十
二

（
略
）

○
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄
）

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
一
部
改
正
）
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第
三
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

第
七
十
三
条
か
ら
第
九
十
三
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
か
ら
第
九
十
三
条
ま
で

削
除

（
略
）

附
則
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
二
条
の
十
三
ま
で
を
削
る
。

（
略
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

一

次
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
二
十
四
条
及
び
第
百
五
十
三
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
厚
生
年
金
保
険
法
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
（

以
下
単
に
」
を
「
第
百
三
十
八
条
第
五
項
を
除
き
、
以
下
単
に
」
に
改
め
る
部

「

。）
、

（「

」

。
）
」

分
に
限
る

同
法
第
百
三
十
八
条
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
百
六
十
三
条
の
三
第
一
項
の
改
正
規
定

加
給
年
金
額

と
い
う

の
下
に
「
又
は
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
加
算
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
繰
下
げ
加
算
額
」
と
い
う

」
を
加
え
る
部
分
に

。）

。）

、

、

、

、

、

、

限
る

並
び
に
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条

第
九
十
条

第
九
十
六
条

第
九
十
八
条

第
九
十
九
条

第
百
一
条

第
百
四
条
、
第
百
六
条
、
第
百
八
条
及
び
第
百
五
十
一
条
の
規
定

平
成
二
十
年
四
月
一
日

三

第
四
条
中
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
三
十
条
第
三
項
並
び
に
附
則
第
十
四
条
の
三
か
ら
第
十
四
条
の
五
ま
で

の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
十
九
条
の
規
定

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日

四

第
十
一
条
及
び
附
則
第
八
十
五
条
の
規
定

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

五

第
一
条
中
厚
生
年
金
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
、
同
法
第
三
章
の
三
の
次
に
一
章
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
七
十
八

条
の
二
十
二
か
ら
第
七
十
八
条
の
二
十
六
ま
で
、
第
七
十
八
条
の
三
十
二
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十
八
条
の
三
十
四
並
び
に
第
七
十
八
条
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の
三
十
七
に
係
る
部
分
を
除
く

、
同
法
第
百
三
十
三
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
附
則
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま

。）

で
を
改
め
る
改
正
規
定
（
附
則
第
十
八
条
、
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
に
係
る
部
分
を
除
く

）
及
び
同
法

。

附
則
第
二
十
九
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
及
び
第
十
九
条
の
規
定
、
附
則
第
百
五
条
中

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

号
）
目
次
の
改
正
規
定
（

第
「

三
節

発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
保
険
給
付
等
に
関
す
る
特
例
（
第
三
十
五
条
―
第
三
十
七
条

」
を

）

「

第
二
節
の
二

二
以
上
の
種
別
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
を
有
す
る
者
の
特
例

（
第
三
十
四
条
の
二
―
第
三
十
四
条
の
四
）

第
三
節

発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
保
険
給
付
等
に
関
す
る
特
例

（
第
三
十
五
条
―
第
三
十
七
条
の
二
）

」

。）
、

（
「

」

「

」

。）
、

に
改
め
る
部
分
に
限
る

同
法
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定

月
数

の
下
に

を
合
算
し
た
月
数

を
加
え
る
部
分
に
限
る

同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
七
章
第
二
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
章
中
第
三
十
七
条
の
次
に
一
条
を
加

え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
百
三
十
七
条
中
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
百
十
二
条
第
六
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

六

第
二
条
の
規
定
、
第
三
条
中
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
改
正
規
定
、
第
四
条
中
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第

二
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
改
正
規
定
並
び
に
第
六
条
及
び
第
八
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
八
十
三
条
及
び
第
八

十
四
条
の
規
定
、
附
則
第
百
十
二
条
中
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第

百
二
十
三
条
中
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
同
法
附
則
第
七
条
第
四
項
の

改
正
規
定

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄
）第

二
章

内
閣
府
関
係
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（
略
）

（
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「

理
事
長
及
び
理
事
の
任
期

」
に
改
め
、
同
条
中
「
及
び
監
事
」
を
削
る
。

（

）

第
十
五
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
（
法
人
の
長
と
な
る
べ
き
者
に
係
る
部
分
に
限
る

、
第
二
十
一

。）

条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
、
あ
ら
か
じ
め
、
内
閣
府
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
」
を
削
る
。

第
十
八
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
報
告
書
の
写
し
の
送
付
等
）

第
十
九
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
通
則
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
通
則
法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
報
告
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
報
告
書
の
写
し
を
文
部
科
学
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

、

、

、

、

２

文
部
科
学
大
臣
は

前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
と
き
は

遅
滞
な
く

当
該
報
告
書
の
写
し
の
内
容
を
検
討
し

通
則
法
第
三
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
事
業
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
（
前
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る

も
の
に
限
る

）
に
関
す
る
意
見
を
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

。

第
三
章

総
務
省
関
係

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

（
略
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う

）
の

。

（

「

」

。）

。

、

、

。

施
行
の
日

以
下

施
行
日

と
い
う

か
ら
施
行
す
る

た
だ
し

次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
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一
及
び
二

（
略
）

三

第
二
条
中
国
立
公
文
書
館
法
第
十
条
の
改
正
規
定
、
第
四
条
中
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
五
条
中
独

立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
六
条
中
独
立
行
政
法
人
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構
法
第
十
条
及

び
第
十
五
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
八
条
中
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
改
正
規
定
、
第
十
条
中

独
立
行
政
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
第
十
一
条
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
統
計
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
十

二
条
中
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
十
五
条
の
規
定
、
第
十
七
条
中
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
法
第
九
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
条
及
び
第
四
十
二
条
第
三
項
第
四
号
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
中
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流

基
金
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
二
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
二
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
造

幣
局
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
二
十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
二
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
万

国
博
覧
会
記
念
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
二
十
七
条
の
規
定
、
第
三
十
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
法
第
八

条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
四
条
中
独
立

行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
科
学
博
物
館
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
六

条
中
独
立
行
政
法
人
物
質
・
材
料
研
究
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
七
条
中
独
立
行
政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
法
第
九
条
の
改

正
規
定
、
第
三
十
八
条
中
独
立
行
政
法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
三
十
九
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
法

第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ

ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
第
十
二
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
三
条
中
独
立
行
政

法
人
日
本
学
術
振
興
会
法
第
十
条
及
び
第
十
四
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
法
第
十
一
条
の
改
正

規
定
、
第
四
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
第
十
二
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
六
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
法
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条
及
び
第
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
七
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
法

第
九
条
及
び
第
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
四
十
八
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
四
十
九
条
中

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
法
第
十
二
条
の
改
正
規
定
、
第
五
十
一
条
の
規
定
、
第
五
十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
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機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
五
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
法
第
九
条
及
び
第
十
五
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、

第
五
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
五
十
六
条
中
独
立
行
政
法
人
メ
デ
ィ
ア
教
育
開

発
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
五
十
七
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
第
十
三
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
一
条

中
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
九
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
六
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所

法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
六
条
中
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
七
条
中
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十

八
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
六
十
九
条
中
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十
条
中
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十
一
条
中
独
立

行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十

三
条
中
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十
四
条
中
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
第
八

条
及
び
第
十
七
条
第
三
項
の
改
正
規
定
、
第
七
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
医
薬
基
盤
研
究
所
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十
六
条
中
独
立
行

政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
七
十
七
条
中
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政

法
人
に
関
す
る
法
律
第
七
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第

八
十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の

改
正
規
定
、
第
八
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
六
条
中
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
法
第
十
一
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
七
条
中
独
立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
八
条
中
独

立
行
政
法
人
農
業
環
境
技
術
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
八
十
九
条
中
独
立
行
政
法
人
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の

改
正
規
定
、
第
九
十
条
中
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
第
八
条
及
び
附
則
第
十
三
条
第
四
項
の
改
正
規
定
、
第
九
十
一
条
中
独
立
行
政

法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
九
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
九

十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
法
第
七
条
及
び
第
四
十
九
条
第
五
項
の
改
正
規
定
、
第
九
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信

用
基
金
法
第
十
条
の
改
正
規
定
、
第
九
十
八
条
中
貿
易
保
険
法
第
十
条
の
改
正
規
定
、
第
九
十
九
条
中
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十

七
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
条
中
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
三
項
の
改
正
規
定
（

第
十
九
条
第

「
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五
項
」
を
「
第
十
九
条
第
八
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る

、
第
百
四
条
中
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
百

。）

五
条
中
独
立
行
政
法
人
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
六
条
中
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
法
第
九
条

の
改
正
規
定
、
第
百
七
条
中
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
百
八
条
中
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス

・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
九
条
中
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
第
十
一
条
の
改

正
規
定
、
第
百
十
条
中
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
百
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機

構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
百
十
五
条
中
公
共
用
飛
行
場

周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
の
改
正
規
定
、
第
百
十
六
条
中
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
四
十
二
条
の
二
十
三
の
改
正
規
定
、
第
百
十
九
条
中
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二

十
条
中
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
交
通
安
全
環
境
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規

定
、
第
百
二
十
二
条
中
独
立
行
政
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研

究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
電
子
航
法
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
五
条
中
独
立
行
政
法

人
航
海
訓
練
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
六
条
中
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
七
条
中
独
立

行
政
法
人
航
空
大
学
校
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
八
条
中
自
動
車
検
査
独
立
行
政
法
人
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
二
十
九
条
中

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
条
中
独
立
行
政
法
人
国
際
観
光
振
興
機
構
法
第
八

条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
第
九
条
並
び
に
第
三
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
並
び
に
同

法
第
三
十
八
条
第
三
号
の
改
正
規
定
（

第
三
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く

、
第
百
三
十
二
条
中

「

。
）

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
法
第
十
条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
三
条
中
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、

第
百
三
十
四
条
中
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
五
条
中
独
立
行
政
法
人
住
宅
金

融
支
援
機
構
法
第
十
条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
六
条
中
独
立
行
政
法
人
気
象
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
八
条
中
独
立
行
政

法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
第
八
条
の
改
正
規
定
、
第
百
三
十
九
条
中
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
第
八
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
百

四
十
一
条
中
独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
法
第
九
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
六
条
第
三
項
、
第
八
条
第
四

、

（

「

」

。）

項

第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
の
規
定

改
正
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

以
下

第
二
号
施
行
日

と
い
う
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○
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄
）

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「

独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
設
置
及
び
所
掌
事
務

」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
独
立
行
政
法
人
の
主
務
省
（
当

（

）

該
独
立
行
政
法
人
を
所
管
す
る
内
閣
府
又
は
各
省
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
に
、
そ
の
所
管
に
係
る
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
事
務
を
処
理
さ
せ
る

。

た
め
」
を
「
総
務
省
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
こ
の
法
律
又
は
個
別
法
」
を
「
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
第
一
章
第

二
節
中
同
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
組
織
）

第
十
二
条
の
二

（
略
）

（
委
員
等
の
任
命
）

第
十
二
条
の
三

（
略
）

（
委
員
の
任
期
等
）

第
十
二
条
の
四

（
略
）

（
委
員
長
）

第
十
二
条
の
五

（
略
）

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
等
）

第
十
二
条
の
六

（
略
）

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
二
条
の
七

（
略
）

（
略
）
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第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
評
価
等
）

第
三
十
二
条

独
立
行
政
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
の
終
了
後
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
評
価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績

二

評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
の
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項

イ

ロ
に
掲
げ
る
事
業
年
度
以
外
の
事
業
年
度

中
期
目
標
の
期
間
の
最
初
か
ら
当
該
事
業
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
係
る
中
期
計
画
の
進

捗
ち
ょ
く

状
況
（
中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
）

ロ

中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る

業
務
の
実
績

２

独
立
行
政
法
人
は
、
前
項
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同

項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
、
評
価

委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

独
立
行
政
法
人
は
、
遅
滞
な
く
、
前
項
の
報
告
書
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条

前
条
第
二
項
の
報
告
書
の
提
出
は
、
主
務
大
臣
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
遅

滞
な
く
、
当
該
報
告
書
の
内
容
を
検
討
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
年
度
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
関
す
る
意
見
を
付
し

て
、
評
価
委
員
会
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
年
度

中
期
目
標
（
中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
次
の
中
期
目
標
）
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
業
務
運
営
の
改
善
に
関
し
独
立
行
政
法
人
が
当
面
講
ず
べ
き
措
置

二

前
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
年
度

第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
独
立
行
政
法
人
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置

第
三
十
四
条

評
価
委
員
会
に
よ
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
は
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
項
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
定

め
る
事
項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
総
合
的
な
評
定
を
付
し
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

評
価
委
員
会
は
、
遅
滞
な
く
、
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
（
以
下
「
評
価
結
果
」
と
い
う

）
を
独
立
行
政
法
人
及
び

。
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主
務
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

評
価
委
員
会
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
前
条
各
号
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
二
号
に
定
め
る
事
項
に
関
し
て
は
、
当
該
独
立
行
政
法
人
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改
廃
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

、

、

、

。

４

評
価
委
員
会
は

遅
滞
な
く

評
価
結
果
及
び
前
項
の
勧
告
の
内
容
を
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
す
る
と
と
も
に

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
二

主
務
大
臣
は
、
評
価
委
員
会
が
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
年
度
に
係
る
評
価
に
際
し
、
前
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
第
三
十
三
条
第
一
号
に
定
め
る
事
項
に
関
し
勧
告
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
独
立
行
政
法
人
に
対
し
、
当
該
事
項
に
関
し
必
要
な
指
示
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

独
立
行
政
法
人
は
、
前
項
の
指
示
に
基
づ
い
て
し
た
措
置
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
主
務
大
臣
及
び
評
価
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
に
お
い
て
」
を
「
ま
で
に
」
に

「
所
要
」
を
「
当
該
独
立
行
政
法
人
に
関
し
所
要
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第

、

三
項
を
削
り
、
第
三
章
第
二
節
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
意
見
具
申
）

第
三
十
五
条
の
二

評
価
委
員
会
は
、
評
価
結
果
に
照
ら
し
て
、
独
立
行
政
法
人
の
業
務
運
営
の
改
善
又
は
そ
の
主
要
な
事
務
及
び
事
業
の
改
廃
に

関
し
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

内
閣
総
理
大
臣
に
対
し

第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勧
告
し
た
事
項
に
つ
い
て
内
閣
法

昭

、

、

（

和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
意
見
を
具
申
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
中
「
を
添
え

」
を
削
り

「
監
事
の
意
見
（
次
条
」
を
「
監
査
報
告
（
次
条
第
一
項
」
に

「
監
事
及
び
会
計
監
査
人
の
意

、

、

、

見
」
を
「
監
査
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
」
に

「
付
け
」
を
「
添
付
し
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

、

、

」

「

、

、

」

め

評
価
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を

承
認
し
た
と
き
は

遅
滞
な
く

そ
の
旨
を
評
価
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
監
事
の
意
見
を
記
載
し
た
書
面
」
を
「
監
査
報
告
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

独
立
行
政
法
人
は
、
第
一
項
の
附
属
明
細
書
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
代
え
て
、
次
に
掲
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げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
公
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
方
法

二

電
子
公
告
（
公
告
方
法
の
う
ち
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
総
務
省

令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
が
公
告
す
べ
き
内
容
で
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
で
あ
っ
て

総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
と
る
方
法
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

）。

６

独
立
行
政
法
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
公
告
に
よ
る
公
告
を
す
る
場
合
に
は
、
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
期
間
、
継
続
し
て
当
該
公

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

（
略
）

二

目
次
の
改
正
規
定
（

特
定
独
立
行
政
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
」
を
「
非
特
定
独
立
行
政
法
人
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る

、
第
十
四

「

。
）

条
第
三
項
及
び
第
十
九
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
八
条
第
二
項
並
び
に

第
三
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
改
正
規
定
、
同
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
三
十
九
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え

る
改
正
規
定
、
第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
三
条
の
改
正
規
定

「
第
二
節

特
定
独
立
行
政
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
」
を
「
第
二
節

非

、

特
定
独
立
行
政
法
人
」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
第
六
十
一
条
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
六
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十

三
条
、
第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
七
十
一
条
第
七
号
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
九
号
の
改
正
規
定
（

第
六
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十

「

四
条
の
二
第
二
項
、
第
六
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く

）
並
び
に
次
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
及
び
附
則
第
九
条
の
規
定

公
布

。

の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

○
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄
）
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（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
等
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独

立
行
政
法
人
及
び
別
表
第
一
に
掲
げ
る
法
人
を
い
う
。

３
～
８

（
略
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
及
び
二

（
略
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

名
称

根
拠
法

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）

（
略
）

（
略
）

○
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）

（
抄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
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一

附
則
第
十
八
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

二

第
二
条
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
七
条
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定

平
成
二
十
二
年

四
月
一
日

（
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
第
一
号
中
「
第
百
五
十
四
条
」
を
「
第
百
五
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
四

附
則
第
百
五
十
四
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

号
）
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

附
則
第
百
五
十
四
条
を
附
則
第
百
五
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
五
十
四
条

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
一
条
の
う
ち
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
七
十
条
の
二
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
給
料
日
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
金
額
に

当
該
政
令
で
定
め
る
数
値
を
乗
じ
て
得
た
額
」
を
「
標
準
報
酬
の
日
額
の
百
分
の
十
」
に
改
め
る
。
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○ 沖縄振興特別措置法（平成十四年三月三十一日法律第十四号）（抄） 
第一章 総則 
（目的） 
第一条 
 この法律は、沖縄の置かれた特殊な諸事情にかんがみ、沖縄の振興の基本となる沖縄振興計画を策定し、及びこれに基づく事業を推進する等特別
の措置を講ずることにより、沖縄の総合的かつ計画的な振興を図り、もって沖縄の自立的発展に資するとともに、沖縄の豊かな住民生活の実現に寄
与することを目的とする。 
  
第五章 文化・科学技術の振興及び国際協力等の推進  
（科学技術の振興等） 
第八十五条  国及び地方公共団体は、沖縄における科学技術の振興を図るため、沖縄における研究開発の推進及びその成果の普及等必要な措置を講

ずるよう努めるものとする。 
２  国及び地方公共団体は、沖縄において、国際的に卓越した教育研究を行う大学院を置く大学その他の教育研究機関の整備、充実等必要な措置を
講ずることにより、国際的視点に立った科学技術の水準の向上に努めるものとする。  

 
○ 沖縄振興計画（平成１４年７月内閣総理大臣決定） 

（沖縄科学技術大学院大学関連部分抜粋） 
 

第２章 振興の基本方向 
 
１ 基本的課題 
 (3) 基本的課題 

一方、第３次沖縄振興開発計画で新たに加えられた「我が国経済社会及び文化の発展に寄与する特色ある地域としての整備」については、サミ
ット首脳会合の成果等を得て、我が国の南の交流拠点を目指すという施策の方向性を明確にした。今後、世界最高水準の大学院大学等をはじめと
する各種の教育研究機関の整備 充実を図るなど拠点形成に向けた強力な取組が必要である。 

 
３ 基本方向 
 (3) 世界的水準の知的クラスターの形成 

－大学院大学を中心として－ 
民間主導の自立型経済の構築を目指すうえで、ハイテク技術の果たす役割が沖縄経済にとっても飛躍的に高まっている。 

このため、沖縄における科学技術の振興及び我が国の科学技術の進歩の一翼を担い、また、アジア・太平洋地域さらには世界に開かれた中核的研
究機関として、我が国の大学のあり方のモデルとなるような「国際性」と「柔軟性」を基本コンセプトとした新たな発想を持った世界最高水準の
自然科学系の大学院大学等を核に他大学、公的研究機関及び民間企業・研究所の集積と一体となった知的クラスターの形成に取り組む。 

第３章 振興施策の展開    

３ 科学技術の振興と国際交流・協力の推進 
(1) 大学院大学等による科学技術の振興と学術研究・交流拠点の形成 

沖縄における科学技術の振興及び我が国の科学技術の進歩の一翼を担うため、また、アジア・太平洋地域さらには世界に開かれた中核的研究機
関として、我が国の大学のあり方のモデルとなるような新たな発想を持った世界最高水準の自然科学系の大学院大学等を核とした大学、公的研究
機関、民間の研究所などの教育 研究機関の整備充実に努め、科学技術の集積を図る。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖 縄 振 興 特 別 措 置 法 の 概 要 

 
・観光振興計画(県知事が作成、計画期間５年以下) 

・観光振興地域 

・沖縄型特定免税店 

・航空機燃料税の軽減   等 

 
・情報通信産業振興計画(県知事が作成、計画期間５年以下) 

・情報通信産業振興地域 

・情報通信産業特別地区 

 
主務大臣が県知事の申請に基づき指定 

 
主務大臣が県知事の申請に基づき自由貿易地域及び特別自

由貿易地域を指定 

 
農林水産業振興計画(県知事が作成、計画期間５年以下) 等 

 
  主務大臣が県知事の申請に基づき、一を限り指定 

沖  縄  振  興  審  議  会

 
沖縄の特殊事情にかんがみ、沖縄の振興の基本とな

る沖縄振興計画を策定し、沖縄振興計画に基づく事業

の推進等特別の措置を講ずることにより、沖縄の振興

を図り、沖縄の自立的発展に資するとともに、豊かな

住民生活の実現に寄与する 

 
・職業安定計画(県知事が作成、計画期間５年以下)等

 
・大学院大学等の教育研究機関の整備･充実等 

 
・離島の特例等 

 
・大規模跡地、特定跡地の指定等 
・大規模跡地、特定跡地給付金の支給 

 
・国の負担又は補助の割合の特例、直轄事業の特例等

法 律 目 的
観 光 の 振 興 

情 報 通 信 産 業 の 振 興 

産 業 高 度 化 地 域 

農 林 水 産 業 の 振 興 

金 融 業 務 特 別 地 区 

自 由 貿 易 地 域 等 

 

 ・電気の安定的かつ適正な供給の確保 

 ・中小企業の振興 

 ・沖縄振興開発金融公庫の業務の特例 

そ の 他

文 化 ･ 科 学 技 術 振 興 及 び 国 際 協 力 等 の 推 進

沖 縄 の 均 衡 あ る 発 展 の た め の 特 別 措 置

駐留軍用地跡地の利用の促進及び円滑化のための特別措置

沖 縄 振 興 の 基 盤 の 整 備 の た め の 特 別 措 置

 

産

 
 

業

 
 

振

 
 

興

 

 

沖  縄  振  興  計  画 

 

(計画期間10年間の総合計画) 

 

(県知事案に基づき内閣総理大

臣が決定) 

雇用の促進、人材の育成その他の職業の安定のための特別措置



 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．国際的な教育研究拠点の形成 （先端知識の万国津梁） 

大学院大学の設置により期待される沖縄振興の効果について 

○ 大学院大学が、世界に開かれた中核的な教育研究機関となることに
より、沖縄が、多数の科学者の行き来する、科学技術の情報発信・
交流拠点（「先端知識の万国津梁」の地）に成長。 

 
○ 特に、地理的優位性を生かし、沖縄をアジア・太平洋地域の結節点と

する上での中心的存在となる。 

 

○ 大学院大学を核として、他の研究機関、ベンチャー企業等の集積拠点
（クラスター）が形成。将来的には、先端知識・人材・資本が集まり、
先端産業分野における雇用創出が期待。 

２．知的クラスターの形成、先端産業分野における雇用創出 

 
３．科学技術に関する人材の育成 

○ 高度な専門性を有する人材育成（大学院大学の博士課程教育）。沖縄
の若者が世界レベルで活躍できる大学院大学を目指すことが期待。 

 
○ 大学院大学の存在を生かし、科学技術教育等の取組が活発化。将来

のイノベーションを担う次世代の人材育成に資する。 

 ４．周辺の生活環境の整備・国際色豊かな地域振興 

○ 沖縄県が「周辺整備計画」を策定し、新キャンパス周辺の生活基盤、
交通基盤、産業基盤の整備を推進。新キャンパスを中心とした国際色
豊かな地域振興が期待。 

将 

来 

の 

沖 

縄 

の 

自 

立 

的 

発 

展 

・先行研究の研究者約１５０人中、約３割
が外国人（２０年１２月）。 

 
・国際ワークショップには、国内外の研究
機関等から多数の研究者が参加。 

 
（参考）１９年度、沖縄で開催した国際ワークシ

ョップ参加研究者：２１３人（７割超は外国人
研究者） 

・沖縄県の研究施設でも次世代ゲノム・ 
シーケンサーを整備。相乗効果を期待。 

 
・バイオ系ベンチャー企業数：１２社（１９年
度）。大学院大学との連携を視野に、沖縄
進出した企業も見られる。 

・先行研究には、１３人の沖縄出身又は琉
大出身の若手研究者・技術者が参加。 

 
・施設公開、出前授業等により、研究者が
地元の中高生等と積極的に交流。  

 （参考）出前授業：１９年度７件 

・沖縄県等を中心に、インターナショナル・
スクール（小中学校）の整備を推進。 

 
・地元住民・産業界も協力し、商業地区、交
通センター等の整備に向けた取組が進め
られているところ。



運営委員会メンバー（平成 21 年 1 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ティモシー･ハント 

英国王立癌研究所 
/2001 年ノーベル医学・生理学

賞受賞 

○ユアン・リー（李 遠哲） 

台湾中央研究院名誉会長 

/1986 年ノーベル化学賞受賞 

 

○黒川 清 

政策研究大学院大学教授 

東京大学名誉教授、前日本学術

会議会長           

○有馬 朗人 

（運営委員会共同議長）    

財団法人日本科学技術振興 

財団会長、元文部科学大臣、 

元東京大学総長  

○マーティン・リース 
英国王立協会会長 

 

○スティーブン･チュー 

ローレンス･バークレイ国立研究

所長 

/1997 年ノーベル物理学賞受賞 

○ジェローム･フリードマン    

マサチューセッツ工科大学教授 

/1990 年ノーベル物理学賞受賞 

○金澤 一郎 

日本学術会議会長、東京大学 
名誉教授、皇室医務主管 

○尚 弘子 

琉球大学名誉教授 

元沖縄県副知事 

(平成 3 年 8 月～平成 6 年 2 月) 

○利根川 進 

マサチューセッツ工科大学 

教授、学習と記憶研究センター 

所長 

/1987 年ノーベル医学・生理学 

賞受賞

○ トーステン・ヴィーゼル 

（運営委員会共同議長） 

元ロックフェラー大学長 

/1981 年ノーベル医学・生理 

学賞受賞 

→ 辞任（米国エネルギー長官就任）



 
 

○沖縄科学技術研究基盤整備機構 理事長 

シドニー・ブレナー博士 

（Dr.Sydney Brenner） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略歴】  

1927 年 南アフリカ連邦、ジャーミストンに生まれる  

1947 年  南アフリカ連邦、ウィトウォータースランド大学卒業  

1954 年  イギリス、オックスフォード大学で博士号取得  

1957 年  イギリス、医学研究機関（MRC）分子生物学研究所(ケンブリッシﾞ) 

研究員  

1979 年  同研究所所長 

1986 年  同研究機関 分子遺伝学ユニット所長  

1996 年  Molecular Sciences Institute 初代所長  

2001 年  The Salk Institute 教授             

 

【受賞と栄誉】  

1965 年  英国王立協会員  

1970 年  ドイツ科学アカデミー グレゴール･メンデル･メダル     

1971 年  ニューヨーク アルバート･ラスカー賞  

1974 年  英国王立協会 ロイヤル･メダル  

1977 年  米国科学アカデミー 外国人会員  

1980 年  ﾖｰﾛｯﾊﾟ生化学連合 クレブス･メダル  

1986 年  英国王立協会 クローニアン・メダル  

2002年 ノーベル生理学･医学賞 

 

○沖縄科学技術研究基盤整備機構 理事            

ロバート・バックマン博士   

 （Dr. Robert Baughman）                

・米国出身 

 

  

1974 年 ハーバード大学にて博士号取得 

1995 年 ハーバード大学医学部準教授等を経て、NIH-NINDS 

（米国国立衛生研究所・神経疾患・脳卒中研究所）勤務 

1999 年 同研究所副所長 

2007 年 1 月  独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構のシニアアド 

バイザーに就任 

2007 年 9 月  独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構の理事に就任 

 

・1927 年 1 月 13 日南ｱﾌﾘｶ連邦生まれ 

・ シンガポール科学技術研究庁（A*STAR）議長科学顧問 

・国籍 イギリス   

・2002 年 ノーベル賞（生理学･医学賞） 

  受賞理由 組織の発達と細胞死に関する遺伝子による制

御に関する発見 

・ 2005 年 9 月、独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構

の理事長に就任 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

神経計算ユニット 

（代表研究者： 銅谷賢治博士）  

G0 細胞ユニット 

(代表研究者： 柳田充弘博士(京都大学教授）） 

 

記憶と学習の分子神経生物学ユニット 

（代表研究者： 遠藤昌吾博士）  

電子線ホログラフィーユニット 

(代表研究者：外村彰博士（日立製作所基礎研究

所フェロー））  

分子遺伝学ユニット 

（代表研究者： シドニー・ブレナー博士）  

情報処理生物学ユニット 

（代表研究者： 丸山一郎博士）  

分子神経科学ユニット 

（代表研究者： 内藤隆之博士）  

数理生物学ユニット 

(代表研究者： ロバート・シンクレア博士） 

神経発生ユニット 

（代表研究者：政井 一郎博士）  

理論・実験神経生物学ユニット 

(代表研究者：クラウス・シュティーフェル博士) 

神経生物学研究ユニット 

(代表研究者：ジェフ・ウィッケンス博士） 

発達神経生物学ユニット 

(代表研究者：ゲイル・トリップ博士）  

行動の脳機構ユニット 

（代表研究者：ゴードン・アーバスノット博士） 

計算脳科学ユニット 

（代表研究者：エリック・デ・シュッター博士） 

細胞膜通過輸送研究ユニット 

(代表研究者：ファデル・サマテ博士）  

細胞分子シナプス機能ユニット 

（代表研究者：高橋 智幸博士）  

発生分化シグナル研究ユニット 

（代表研究者：メリー・アン・プライス博士） 

マリンゲノミックスユニット 

(代表研究者：佐藤 矩行博士） 

物理生物学ユニット 

（代表研究者：ジョナサン・ミラー博士） 

沖縄科学技術研究基盤整備機構 主任研究者 一覧 



沖縄科学技術研究基盤整備機構の研究事業（例）

生命システムを中心的な課題とし、19の研究ユニットが従来の科学の分野の境界を乗り越えた、学際的で先端的な研究プロジェクトを展開。

脳と神経について研究。単一の神経細胞や神経
ネットワーク、全神経系を調べるものから、思考中
の脳内の活動を可視化する技術まで多岐。

神経科学

物質のもつ多様な構造と性質を分子レベルで解明。
生物を構成する分子の構造・機能・合成・退化現象
などを研究し、分子創製の仕組みを理解。

分子科学

数学的モデルとその数値的解法を構築し、主に、
コンピュータによる大規模計算を用いて自然対象
をシミュレーションし、結果を予測する。

数学・計算科学

研究課題例：

神経生物学研究ユニット
研究代表者：ジェフ・ウィッケンス （国籍：ニュージーランド）

神経回路の学習メカニズム
学習時に脳の中で起こる物理的変化に注目し、それらが
脳の中でどのように制御され、処理されているかを研究。
人間の適応行動に深く関与していると言われている大脳
基底核と呼ばれる脳幹と大脳皮質の間に位置する神経
回路の機能、特に「正の強化」の学習で重要な役割を担
う神経伝達物質のドーパミンの大脳基底核における影
響に注目。

発生分化シグナル研究ユニット
研究代表者：メアリー・アン・プライス （国籍：アメリカ）

細胞間相互作用の制御機構
多細胞生物の発生プロセスに不可欠な
分泌性のシグナルを介した細胞間相互
作用の制御機構について、ショウジョウ
バエを用いて生化学的解析や遺伝学的
解析、顕微鏡を用いたイメージングなど
の手法により研究。

研究者数（平成21年1月末現在）

主任研究者 19名 (うち外国人 10名）
その他研究者 139名 (うち外国人 43名）
合計 158名 (うち外国人 53名）

神経計算ユニット
研究代表者：銅谷 賢治 （国籍：日本）

人工知能の「学習」
「脳のように柔軟な学習をいかにしたら実現できるのか」とい
う理論的、工学的な研究と、「脳の柔軟な学習は神経細胞や
脳内物質のどのような働きで実現されているのか」という生
物学的な研究を融合。ユニットで開発したロボットを用い、
学習のしかた自体が進化
して行く姿を計算機シミュ
レーションとロボット実験を
組み合わせて分析。これ
まで人が決めていた行動
の目標や学習のしかたを、
ロボット集団が進化により
自ら獲得できることを実証。

ショウジョウバエの翅の原基の遺伝子の発現パターン

神経細胞の顕微鏡写真

ネズミ型ロボットと餌（バッテリー）



 
 

沖縄機構における大学院レベルの教育活動（サマースクール）の実績について 

（独）沖縄科学技術研究基盤整備機構では、大学院大学の開学に向けた準備の一環として、先行的に 

大学院レベルの教育活動を実施。夏期の集中コースであるサマースクール（沖縄神経科学コース）は、 
海外の大学から博士課程の単位として認定されるなど、国際的にも高い評価を得ている。 

 

○ 脳や神経の働きについてコンピューターを用いて解析する「計算神経 

科学」分野の集中コース（３週間）。 

○ 沖縄機構の研究者グループ（教授級）と連携関係にある大学等の研究

者が講師となり、内外から公募した若手研究者・大学院生を対象に指導

教育を実施。 

○ 平成１６年度より毎年実施。開学に向けたＰＲにも資する。 

サマースクールの概要 

 

○ 受講者の８割以上（２６人/３１人）は、海外の大学等から参加。（２０年度）  
ｺﾛﾝﾋﾞｱ大学、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ工科大学、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ校（米） 

ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学（英）、国立脳研究ｾﾝﾀｰ（ｲﾝﾄﾞ）、中国科学院（中国）、京都大学 等 

参加者の国際性 

 

○ これまで内外の８大学から、博士課程の単位に認定。国際的にも高い

評価を得ている。  
パリ第６大学（仏）、フライブルク大学（独）（１９年度） 

奈良先端科学技術大学院大学（１８年度）等） 

国際的な評価の状況 

サマースクールの様子（研究者による講義） 

 

○ サマースクールの成功を踏まえ、大学

院レベルの教育活動を積極展開し、

国際的な拠点形成を進める。 

⇒ 今年度より、ウィンターコースを開催。 
 
○ 新キャンパスの供用開始（２１年度）を

受けて、連携制度を活用した他大学

からの学生受入れを拡大。 

開学に向けた取組 



大学設置形態の比較

低中高国の関与

ありありなし自主的な財政基盤の
強化の努力義務

不可可可独法からの資産の承継

私学助成補助金特別な補助金（沖縄振興、
公共放送等）

運営費交付金国の財政支援

国は関与しない国は関与しない文科大臣法人の長の任命

理事会理事会学長最高意思決定機関

国は関与しない大臣が事業計画を認可文科大臣が中期計画の認可事業計画

私人が自主的に目標を策
定

私人が、法律も踏まえ、自主
的に目標を策定

文科大臣が中期目標を策定大学の目標

私立大学沖縄科学技術大学院大学
放送大学

国立大学大学の種類

学校法人特別な学校法人国立大学法人大学の設置主体

「特別な学校法人」は、私立学校の自主性・自律性を重んじるという学校法人制度の基本を尊重しつつ、
特別な目的（沖縄振興、公共放送を用いた教育等）の実現の観点から、法律により、特別な補助金の交
付や、事業計画の認可等の特例を定める制度といえる。

※



特定の政策目的を持って設置された学校法人の例

放送大学学園法
・旧文部省の拠出により設置

・文部科学省の特別な補助金等により運営

放送による授業を行う

こと等

平成15年、特殊法

人から特別な学校

法人形態に移行

放送大学学園

ものづくり基盤技

術振興基本法

・旧労働省、埼玉県、行田市等の拠出により設置

・私立大学等経常費補助金等により運営

実践的な技能工芸に

関する教育研究等
平成12年設置

国際技能工芸機構

（ものつくり大学）

労働安全衛生法

・旧労働省及び北九州市の拠出により設置

・産業医学振興財団の助成により運営

（労働保険特別会計）

産業医の養成等昭和52年設置産業医科大学

過疎地域対策緊

急措置法

・各都道府県及び旧自治省の拠出により設置

・各都道府県負担金等により運営

へき地等における医療

の確保向上等
昭和47年設置自治医科大学

社会福祉法・厚生労働省の委託により運営（一般会計）
社会福祉指導者の養

成等
昭和33年設置日本社会事業大学

関係する法律拠出・支援等の状況政策目的設置時期
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